
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
建物内に敷設されたデータ伝送媒体と、
前記建物内に設置され、個人の日常的生理活動に使用される少なくとも１つの第１の住設
機器と、
前記第１の住設機器に作動的に関連づけて配置され、個人による第１住設機器の使用時に
、当該個人の少なくとも１つの生理学的特徴を検出して、当該個人の健康状態を表すデー
タを発生する測定装置と、
前記測定装置と伝送媒体とを相互に接続し、伝送媒体への前記データの伝送を制御する第
１のインターフェース・ユニットと、
前記建物内に設置され、個人の健康管理・健康維持活動に使用される少なくとも１つの第
２の住設機器と、
前記第２の住設機器を制御する制御装置と、
前記制御装置と伝送媒体とを相互に接続し、前記制御装置と伝送媒体との間のデータの伝
送を制御する第２のインターフェース・ユニットと、
メモリを備えたコントローラと、
前記コントローラと伝送媒体とを相互に接続し、前記コントローラと伝送媒体との間のデ
ータの伝送を制御する第３のインターフェース・ユニット、
とを備えてなり、
前記測定装置は、個人による前記第１の住設機器の使用時に、個人の健康状態を表す前記
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データを発生して、データを伝送媒体に伝送せしめ、
前記コントローラは、前記測定装置から伝送媒体に伝送された前記データをメモリに格納
すると共に、前記第２の住設機器の使用時に前記データを伝送媒体に伝送せしめ、
前記制御装置はコントローラから伝送媒体に伝送された前記データに基づいて第２の住設
機器を制御することを特徴とする健康管理ネットワークシステム。
【請求項２】
前記第２の住設機器はマッサージ機能を備えた入浴設備であり、前記制御装置は個人の健
康状態を表す前記データに基づいてマッサージ効果を制御することを特徴とする請求項１
に基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項３】
前記第２の住設機器は湯温調節機能を備えた入浴設備であり、前記制御装置は個人の健康
状態を表す前記データに基づいて湯温を制御することを特徴とする請求項１に基づく健康
管理ネットワークシステム。
【請求項４】
前記第２の住設機器は健康管理用運動装置であり、前記制御装置は個人の健康状態を表す
前記データに基づいて前記運動装置の負荷を制御することを特徴とする請求項１に基づく
健康管理ネットワークシステム。
【請求項５】
前記第２の住設機器はマッサージ機能を備えた安楽椅子であり、前記制御装置は個人の健
康状態を表す前記データに基づいてマッサージ効果を制御することを特徴とする請求項１
に基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項６】
前記第２の住設機器は献立作成器であり、前記献立作成器は個人の健康状態を表す前記デ
ータに基づいて献立を作成することを特徴とする請求項１に基づく健康管理ネットワーク
システム。
【請求項７】
前記第１住設機器は便所設備であり、前記測定装置は個人による前記便所設備の使用に際
して尿分析を行うことにより前記データを発生することを特徴とする請求項２から６のい
づれかに基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項８】
前記第１住設機器は便所設備であり、前記測定装置は個人による前記便所設備の使用に際
して心電図を記録することにより前記データを発生することを特徴とする請求項２から６
のいづれかに基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項９】
前記第１住設機器は便所設備であり、前記測定装置は個人による前記便所設備の使用に際
して体脂肪率を検出することにより前記データを発生することを特徴とする請求項２から
６のいづれかに基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項１０】
前記第１住設機器はベッドであり、前記測定装置は個人による前記ベッドの使用に際して
体温を検出することにより前記データを発生することを特徴とする請求項２から６のいづ
れかに基づく健康管理ネットワークシステム。
【請求項１１】
建物内に敷設されたデータ伝送媒体と、
前記建物内に設置され、個人の日常的生理活動に使用される少なくとも１つの第１の住設
機器と、
前記第１の住設機器に作動的に関連づけて配置され、個人による前記第１の住設機器の使
用時に当該個人の少なくとも１つの身体的特徴を検出して、当該個人を認識するための第
１のデータを発生する第１の測定装置と、
前記第１の住設機器に作動的に関連づけて配置され、個人による前記第１の住設機器の使
用時に当該個人の少なくとも１つの生理学的特徴を検出して、当該個人の健康状態を表す
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第２のデータを発生する第２の測定装置と、
前記第１および第２測定装置と伝送媒体とを相互に接続し、前記第１および第２データを
第１および第２測定装置から伝送媒体へと伝送する第１のインターフェース・ユニットと
、
前記建物内設置され、個人の健康管理・健康維持活動に使用される少なくとも１つの第２
の住設機器と、
前記第２の住設機器に作動的に関連づけて配置され、個人による前記第２住設機器の使用
時に当該個人の少なくとも１つの身体的特徴を検出して、当該個人を認識するための第３
のデータを発生する第３の測定装置と、
前記第２の住設機器を制御する制御装置と、
前記第３測定装置および制御装置と伝送媒体とを相互に接続し、前記第３測定装置および
制御装置と伝送媒体との間のデータの伝送を制御する第２のインターフェース・ユニット
と、
メモリを備えたコントローラと、
前記コントローラと伝送媒体とを相互に接続し、前記コントローラと伝送媒体との間のデ
ータの伝送を制御する第３のインターフェース・ユニット、
とを備えてなり、
前記第１および第２測定装置は、個人による前記第１住設機器の使用時に、個人を認識す
るための前記第１データと当該個人の健康状態を表す前記第２データとを夫々発生して、
各データを伝送媒体に伝送せしめ、
前記コントローラは、伝送媒体に伝送された前記第１データに基づいて特定の個人を認識
し、伝送媒体に伝送された前記第２データを前記特定の個人に関連づけてメモリに格納し
、
前記第３測定装置は、個人による前記第２住設機器の使用時に、個人を認識するための前
記第３データを発生すると共に、該第３データを伝送媒体に伝送せしめ、
前記コントローラは、第３装置による伝送媒体への第３データの伝送に応答して、第３デ
ータに対応する特定の個人を認識すると共に、特定された個人の健康状態を表す第２のデ
ータを伝送媒体に伝送せしめ、
第２住設機器の前記制御装置は、コントローラにより伝送媒体に伝送された前記第２デー
タに基づいて第２住設機器を制御することを特徴とする健康管理ネットワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、家庭や職場などの個人の日常生活環境において個人の生体情報を収集し、得ら
れた生体情報を日常生活における当該個人の健康管理・健康維持（健康増進、疾患の予防
、疾患の早期発見、治療の継続、等のヘルス・ケア）に寄与させることの可能な、健康管
理ネットワークシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
社会の高齢化に伴い、年齢層を問わず、健康管理・健康維持・健康増進に対する人々の認
識が向上している。今日では、多くの人々は、疾患の早期発見或いは予防を目的として病
院などの医療施設の専門家の診断や助言を受けているだけでなく、所謂スポーツクラブの
ような非医療施設を利用して自分の健康管理・維持・増進の努力をしている。また、家庭
内で自分の健康を監視し或いは治療を継続するためのホーム・ヘルス・ケア支援装置も多
数開発されている。
【０００３】
病院や診療所のような専門的医療施設において、施設内に各種の生体徴候検出用計測機器
を配置し、これらの機器で検出された生体情報をローカルエリアネットワーク又はテレメ
トリーを介して施設のホストコンピュータ（又は、医局のワークステーション）に伝送し
、医療データの集中管理をすることは知られている（例えば、特開平 2-140875、特開平 2-
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116351、特開平 2-164336、特開平 2-299632、欧州特許出願 269、 907 A1）。
【０００４】
斯る専門的医療機関での生体情報の採取のためには、入院していない限り人々はその都度
わざわざ医療機関に出向く必要があるので、少なからぬ負担を人々に課すことになり、特
に、疾患治療中の患者にとっては、かなりの肉体的・精神的疲労を伴う。その結果、必然
的に、生体情報の採取の回数は最小限値に制限されることになり、最新の生体情報を蓄積
することができないという不都合がある（情報の最新性の不充分）。
【０００５】
専門的医療機関における生体情報収集の他の重要な問題点は、得られた生体情報の信頼性
がしばしば充分でないことにある。即ち、例えば、心電図の記録や血圧の測定に際しては
、患者は測定を意識し、緊張し又は興奮するので、得られたデータが異常値を示すことが
しばしばあり、測定のやり直しを必要とすることが多いのが実情である（データとしての
信頼性の不充分）。
【０００６】
患者の家庭に生体徴候検出用計測機器を設置し、得られた生体情報を公衆通信回線を介し
て専門的医療機関のホストコンピュータに伝送することも知られている（例えば、特開平
2-54031、特開平 2-279056、特開平 2-121627、米国特許 4、 962、 550、欧州特許出願 292、 3
11 A1）。例えば、米国特許 4、 962、 550に開示された家庭用システムは、家庭用の便所に
関連して尿分析装置を設置し、得られた尿分析データを遠隔地のコンピュータに伝送する
ようになっている。また、国際特許出願 WO/91/05311には、血圧などの生体情報測定機能
を備えた端末機器を患者の家庭に配置し、中央ステーションからの指示により血圧などを
家庭内で測定してデータを中央ステーションに送り、伝送されたデータに基づいて中央ス
テーションが医薬の投与を判断し患者に指示するようになったヘルスケア支援システムが
開示されている。
【０００７】
これらの家庭用システムは、測定を家庭で行うことができるので、より頻繁に生体情報を
採取でき、最新の情報を入手できるという利点がある。しかしながら、これらのシステム
は、使用者がキーボードその他のマンマシン・インターフェースを通じて測定装置のコン
ピュータ又は中央ステーションと対話しながら装置を操作することにより、一連の測定プ
ログラムを実行するようになっているので、操作が面倒であるだけでなく、使用者が測定
に積極的に操作に関与することが必要である。特に、高齢者は一般にマンマシン・インタ
ーフェースに不慣れなだけでなく、記憶力や視力や筋肉の応答が充分でないので、高齢者
にとってはマンマシン・インターフェースとの付き合いは極めて困難な場合が多い。
【０００８】
他方、健康管理に使用される各種の家庭用機器を作動させるためには、予め利用者の或る
種の生体情報を入力しなければならない。例えば、エルゴメータのような家庭用運道具を
利用するには、使用者の身長、体重、年齢、性別、体脂肪率、要求運動量、のような種々
のパラメータを入力する必要がある。また、家庭において体脂肪率を測定するためには、
身長、体重、年齢、性別、日常の運動量のようなデータを入力するのが望ましい。更に、
データベースからなる献立作成器を使用するには、体重、尿分析データ、その日の運動量
、その他の生体情報の入力が必要である。この種の情報も使用者がキーボード等のマンマ
シン・インターフェースを通じて入力しなければならないので、操作が面倒である。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の一観点においては、本発明の目的は、個人の日常生活活動に伴い個人の生体情報
を採取することが可能で、もって、最新の生体情報を収集することの可能な、健康管理ネ
ットワークシステムを提供することにある。
【００１０】
他の観点においては、本発明の目的は、個人の日常生活活動に伴い、個人に測定を意識さ
せることなく、個人の知らず知らずの内に、前記生体情報を収集し、もって、信頼性の高
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い生体情報を収集可能な健康管理ネットワークシステムを提供することにある。
【００１１】
更に他の観点においては、本発明の目的は、高齢者のようなマンマシン・インターフェー
スの操作に困難を感ずる個人についても、マンマシン・インターフェースによる個人の積
極的関与を必要とすることなく、個人の日常生活活動に伴い生体情報を収集可能な、“ユ
ーザー・フレンドリー”な健康管理ネットワークシステムを提供することにある。
【００１２】
更に他の観点においては、本発明の目的は、病院や診療所のような専門的医療施設に行か
なくても、家庭や職場などの日常生活環境において、ヘルス・ケア（疾患の予防、早期発
見、治療の継続、等の健康管理）を支援することの可能な健康管理ネットワークシステム
を提供することにある。
【００１３】
更に他の観点においては、本発明の目的は、斯く収集された生体情報を個人の日常の健康
管理活動において利用し、個人の健康管理・健康維持・健康増進に貢献することの可能な
健康管理ネットワークシステムを提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明の健康管理ネットワークシステムは、家庭や職場などの日常生活環境において、排
泄や入浴や睡眠や休息や室内運動のような個人の日常の生活活動に伴い、個人の生体情報
を得ることを可能にするものである。このため、住設機器に関連づけて各種測定装置が設
置されるもので、測定装置は個人による住設機器の利用に伴い個人の生体的特徴を検出し
て当該個人の生体情報を出力するようになっている。本明細書において『住設機器』とは
、建物内に設置され、排泄や入浴や睡眠や休息や運動や食事のような個人の日常的生活活
動に使用される機器を意味するものと定義し、建物とは住宅だけでなくオフィスも含む。
測定装置が設置される住設機器は、典型的には、便所設備、ベッド、又は入浴設備からな
る。例えば、便所には、個人の体重や尿成分や心電図や血圧／脈拍数や体脂肪率を検出す
る測定装置を設置することができる。また、ベッドには、個人の体温を検出する測定装置
を設置することができる。また、入浴設備には、個人の精神的疲労度を検出するための心
電計を設置することができる。
【００１５】
便所設備やベッドのような住設機器は、人々が一日に少なくとも一回は使用するものであ
るから、斯る住設機器の使用に関連して生体情報を採取することにより、日々最新のデー
タを得ることができる。
【００１６】
本発明の一実施態様においては、本発明の健康管理ネットワークシステムは所謂“集中型
”に構成されており、ネットワークシステム内の個々の測定装置で得られた生体情報は、
建物内に敷設された伝送媒体を介して単一のコントローラに夫々伝送され、特定の個人に
関連づけてコントローラのメモリに蓄積され、コントローラによって集中管理される。コ
ントローラのメモリに蓄積された生体情報は、エルゴメータや献立作成器などの健康管理
用の他の住設機器の要求に応じてそれらに伝送され、健康管理用住設機器は得られた生体
情報に基づいて個人の最適の健康管理を行うべく作動する。また、コントローラのメモリ
に格納された生体情報を、情報を提供した測定装置とは別の測定用住設機器が入手するこ
ともでき、後者の測定装置は得られたデータを自己の測定動作のために利用することがで
きる。
【００１７】
本発明の他の実施態様においては、本発明の健康管理ネットワークシステムは所謂“分散
型”に構成され、夫々の測定装置により得られた生体情報は、夫々の測定装置のメモリに
格納される。生体情報を必要とする他の測定用住設機器又は健康管理用住設機器は、生体
情報を保有する機器のメモリに伝送媒体を介してアクセスし、そこから必要な情報を入手
して、自己の動作又は制御に利用する。
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【００１８】
本発明の上記特徴や効果、ならびに、他の特徴や利点は、以下の実施例の記載に従い更に
明らかとなろう。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を示す添付図面を参照しながら、本発明をより詳しく説明する。
【００２０】
最初に、図１から図４６を参照して本発明の“集中型”の健康管理ネットワークシステム
について説明する。
【００２１】
図１および図２は、本発明の健康管理ネットワークシステムを住宅内に構築したところを
示す。図１に示したように、健康管理ネットワークシステム１０は、同軸線又はツイスト
ペア線からなるデータ伝送媒体１１を備え、この伝送媒体１１は図２に示した住宅内に敷
設されている。伝送媒体１１には、複数の住設機器に関連づけて配置された計測および／
又は制御装置がローカルエリアネットワークを構成するべく接続されている。
【００２２】
図示した実施例では、住設機器は、便所設備１２、ベッド１３、入浴設備１４、エルゴメ
ータ１５、安楽椅子１６、献立作成器１７、モデム付き電話機１８、およびモニター１９
からなる。図３の第１欄から第４欄に示したように、これらの住設機器は、日常生活上の
本来の機能の他に、生体情報を収集し、および／又は、健康管理を行うための種々の付加
的機能を付与されており、そのための種々の計測／制御装置がそれらの住設機器に関連づ
けて設置されている。より詳しくは、水洗便所１２は、本来は排泄（用便）に使用される
が、付加的生体情報測定機能を遂行するための尿分析装置、心電図記録装置、血圧／脈拍
数測定装置、体脂肪率測定装置、および、体重測定装置が組み込まれている。また、ベッ
ド１３は本来は睡眠に使用されるが、付加的生体情報測定機能として使用者の体温を測定
する体温測定装置が組み込まれている。入浴設備１４は本来は入浴に使用されるが、付加
的機能として、入浴中の個人の心電図のＲ－Ｒ間隔を測定し、精神的ストレスの度合いを
検出する装置が組み込まれている。入浴設備１４は、更に、付加的健康管理機能として、
後述の如く入浴者をマッサージすると共に、浴槽内の湯温を制御する装置が組み込まれて
いる。エルゴメータ１５は、負荷装置を備え自転車をシミュレートした室内運道具であり
、本来は健康管理のための室内運動に使用されるが、付加的生体情報測定機能として、血
圧／脈拍数、運動量、および、体重を測定することができ、更に、付加的健康管理機能と
して、生体情報に基づいて運動の負荷を制御することができる。安楽椅子１６は、付加的
生体情報測定機能として、心電図記録装置、血圧／脈拍数測定装置、および、体重測定装
置が組み込まれており、付加的健康管理機能として、振動によるマッサージ機能を有する
。献立作成器１７は、データベースを備え献立作成プログラムをロードした汎用コンピュ
ータからなり、生体情報に基づいて家人の健康管理や治療継続に適した献立を提案する。
モデム付き電話機１８は、ネットワーク１０で得られた生体情報を公衆通信回線を通じて
医療機関や中央監視センターのホストコンピュータに伝送するために使用される。モニタ
ー１９は、例えばパーソナルコンピュータと表示装置からなり、生体情報を表示し、家人
による健康状態の監視と疾患の早期発見に使用される。
【００２３】
伝送媒体１１には、更に、メモリを備えたコントローラ２０が接続してある。図１に示し
た“集中型”ネットワークにおいては、コントローラ２０は、ネットワークの住設機器の
各種計測装置で得られた生体情報を集中管理するもので、図３の第６欄に示したように、
健康管理機能を備えた住設機器（例えば、風呂１４、エルゴメータ１５、安楽椅子１６、
献立作成器１７、モニター１９）にそれらの作動に必要な生体情報を供給すると共に、例
えば、体脂肪率の演算に必要な生体情報を水洗便所１２の体脂肪率計測装置に提供する。
【００２４】
図２は本発明の健康管理ネットワークシステムが設置された住宅の一部を模式的に示した
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もので、住宅内には、水洗便所設備１２および入浴設備１４が設置されている。浴室への
入口には入浴者の体重を検出するための体重計２１が配置してあり、ヘルス・ルーム内に
はエルゴメータ１５が設置してある。安息室では男性が安楽椅子１６でくつろぎながら、
モニター１９により家族の健康状態をチェックしている。
【００２５】
図４はネットワークシステム１０のブロック図で、夫々の住設機器１２～１９に関連づけ
られた計測／制御装置は同軸線１１を介してコントローラ２０と生体情報をやり取りする
ようになっている。より詳しくは、同軸線１１には、通信インターフェースユニット２２
～３０と従来型のＴコネクタ（図示せず）を介して、便所１２に関連づけられた計測・制
御装置３１、ベッド１３に関連づけられた計測装置３２、入浴設備１４に関連づけられた
計測・制御装置３３、エルゴメータ１５に関連づけられた計測・制御装置３４、コントロ
ーラ２０、安楽椅子１６に関連づけられた計測・制御装置３５、献立作成器１７、モデム
付き電話機１８、および、モニター１９が夫々接続されている。周知のように、同軸線１
１の両端にはターミネータ３６および３７が接続してある。
【００２６】
便所設備１２用の計測・制御装置３１はマイクロコンピュータ３８を備え、後者には尿分
析、心電図記録、血圧／脈拍数測定、体脂肪率測定、体重測定を行うための一連の計測・
制御器３９と入力装置４０と液晶表示装置（ＬＣＤ）４１が接続されている。ベッド１３
用の計測装置３２は、マイクロコンピュータ４２と体温測定用の計測器４３とＬＣＤ４４
からなる。入浴設備１４用の計測・制御装置３３はマイクロコンピュータ４５を有し、後
者には一連の計測・制御器４６とＬＣＤ４７が接続されている。エルゴメータ１５用の計
測・制御装置３４はマイクロコンピュータ４８を備え、後者には血圧／脈拍数測定、体重
測定、負荷制御を行うための一連の計測・制御器４９とＬＣＤ５０が接続されている。コ
ントローラ２０は、マイクロコンピュータ５１とキーボード５２と表示装置（ＣＲＴ）５
３とハードディスク装置のような補助メモリ５４からなる。安楽椅子１６用の計測・制御
装置３５はマイクロコンピュータ５５を有し、後者には心電図記録、血圧／脈拍数測定、
体重測定を行うための一連の計測・制御器５６とＬＣＤ５７が接続されている。献立作成
器１７は汎用のパーソナルコンピュータ５８からなり、キーボード５９、ハードディスク
装置に蓄積されたデータベース６０、ＣＲＴ６１が接続されている。モデム付き電話機１
８は、マイクロコンピュータ６２、ＩＣカード読み書き装置６３、入力装置６４、ＬＣＤ
６５、およびモデム６６を有する。電話機１８のモデム６６は、公衆通信回線を通じて、
病院、診療所、中央監視センター、又はライフケア・センターのホストコンピュータ６７
のモデム６８に接続することができる。モニター１９は汎用パーソナルコンピュータ６９
とキーボード７０とＣＲＴ７１で構成することができる。
【００２７】
図５に示したように、マイクロコンピュータ３８は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）７２、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）７３、プログラムなどを格納するためのリードオンリ
ーメモリ（ＲＯＭ）７４、および入出力インターフェース７５、７６からなる。マイクロ
コンピュータ３８としては、好ましくは、三菱電機の８ビット・シングルチップ・マイク
ロコンピュータ M37450を使用することができる。他のマイクロコンピュータ 42、 45、 48、
51、 55、 62もマイクロコンピュータ３８と同様に前記 M37450で構成することができる。
【００２８】
より詳しくは後述するように、このネットワークシステム１０のある種の住設機器の測定
装置は、個人が住設機器を使用すると受動的に（つまり、個人が積極的に指令しなくても
自動的に）、当該個人の少なくとも１つの身体的特徴（図３の第５欄のパラメータ参照）
を検出して個人認識用データを発生すると共に、当該個人の少なくとも１つの生理学的特
徴（図３の第３欄参照）を検出して、当該個人の健康状態を表す生体データを発生し、こ
れらのデータを同軸線１１に伝送せしめるようになっており、コントローラ２０は個人認
識用データに基づいて個人を認識し、当該個人に関連づけて生体情報をメモリ５４に格納
するようになっている。
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【００２９】
例えば、小便のために便所設備１２を使用すると、水洗便所１２の計測・制御装置３１は
受動的に使用者の体重を検出し、体重値をインターフェースユニット２２を介して同軸線
１１に伝送する。コントローラ２０は同軸線１１からインターフェースユニット２６を介
して体重値を受信する。コントローラ２０のメモリ５４にはキーボード５２により家族の
全員の体重値を予め入力しておくことができ、コントローラ２０は水洗便所１２の計測・
制御装置３１から使用者の体重値を受信すると、メモリ５４から家族の体重値を呼び出し
、水洗便所１２の計測・制御装置３１から送られた体重値と比較することにより使用者を
認識し、使用者の個人認識番号（ＩＤ番号）を便所１２へ送信する。その後放尿が検知さ
れた場合には、尿検査が自動的に行われ、尿分析データがコントローラ２０へ送られ、メ
モリ５４に格納される。また、後述するように、使用者が便座に腰掛けて小便をした場合
には、更に、心電図の記録と体脂肪率の測定とが自動的に行われ、それらのデータもコン
トローラ２０に送られ、使用者に関連づけてメモリ５４に格納される。
【００３０】
また、ベッド１３が使用されると、ベッド１３の計測装置３２は受動的に使用者の身長と
体温を検出し、データをインターフェースユニット２３を介して同軸線１１に伝送する。
コントローラ２０のメモリ５４には予め家族の全員の身長データが格納してあり、コント
ローラ２０は伝送された身長データに基づいて同様に個人を認識し、体温データを同様に
当該使用者に関連づけてメモリ５４に格納する。さらに、入浴設備１４が使用されると、
入浴設備１４の計測・制御装置３３は受動的に使用者の人体体積と心電図のＲ－Ｒ間隔（
後述）を測定し、データをインターフェースユニット２４を介して同軸線１１に伝送する
。コントローラ２０のメモリ５４には予め家族の全員の体積データが格納してあり、コン
トローラ２０は伝送された体積データに基づいて同様に個人を認識し、心電図Ｒ－Ｒ間隔
データを同様に当該使用者に関連づけてメモリ５４に格納する。安楽椅子１６の個人認識
パラメータは体重であり、安楽椅子１６の計測・制御装置３５は受動的に使用者の体重と
心電図を検出し、データをインターフェースユニット２７を介して同軸線１１に伝送する
。
【００３１】
また、ネットワークシステム１０のある種の住設機器の測定装置は、使用者が積極的に関
与することにより初めて生体情報の収集を開始するが、個人認識用データは上記と同様に
受動的に検出される。例えば、水洗便所１２とエルゴメータ１５と安楽椅子１６において
は、使用者が測定用のカフを装着することにより血圧と脈拍数が測定され、個人認識パラ
メータと共に測定データはコントローラ２０に送られる。

【００３２】
また、より詳しくは後述するように、ある種の住設機器の制御装置は、使用者に関する生
体情報をコントローラ２０から入手することにより住設機器を制御し或いは作動させるよ
うになっている。例えば、献立作成器１７は、尿分析データと、エルゴメータ１５による
運動量のデータと、体脂肪率のデータと、体重値とをコントローラ２０から受け取ること
により、献立を提案する。コントローラ２０から住設機器に伝送される生体情報は図３の
第６欄に示してある。
【００３３】
上記のデータ送受信を実行するため、通信インターフェースユニット２２～３０は、対応
するマイクロコンピュータ 38、 42、 45、 48、 51、 55、 62およびパーソナルコンピュータ５
８、６９と同軸線１１との間で、所定のプログラム（主として図６から図８を参照して後
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即ち、水洗便所１２とエルゴメ
ータ１５と安楽椅子１６においては、個人認識用データは受動的に検出されるが、カフの
装着は使用者が測定を意識して積極的に行うのであるから、血圧と脈拍数の測定は受動的
には行われない（段落「００４１」、「００７３」、「００７９」参照）。同様に、段落
「００４１」で後述するように、水洗便所１２において第２誘導法により心電図を記録す
るためには、使用者が右手を右アームレストに載せて電極に接触させる必要があり、使用
者の積極的な関与を必要とする。



述する）および通信プロトコルに従い、データ通信を行うものである。インターフェース
ユニット２２～３０は互いに同一のハードウェアおよびソフトウェア構成を有することが
できるので、インターフェースユニット２２のみについて説明するに、インターフェース
ユニット２２は、図５に示したように、マイクロコンピュータ７７とトランシーバ７８と
比較器７９とで構成されている。インターフェースユニットのマイクロコンピュータ７７
は、計測／制御装置のマイクロコンピュータ３８と同様に、前述の８ビット・シングルチ
ップ・マイクロコンピュータ M37450で構成することができる。このマイクロコンピュータ
M37450は、ＥＩＡ（米電子工業会）のインターフェース規格ＲＳ－２３２Ｃに基づく非同
期式入出力装置（ＵＡＲＴ）を備えており、同軸線１１に対して非同期方式でデータ通信
を行うのに適している。複数のインターフェースユニット２２～３０から同時に同軸線１
１に信号が伝送されることによる衝突を回避するため、インターフェースユニット２２は
、同軸線１１がビジーでないときにのみデータを伝送するようになっている。このため、
同軸線１１のライン電圧は比較器７９のマイナス入力端子に印加されると共に、プラス入
力端子には基準電圧が印加されており、比較器７９の出力は M37450マイクロコンピュータ
７７の端子Ｐ００に印加される。図６を参照して後述するように、インターフェースユニ
ット２２は同軸線１１がビジーでないときにのみ同軸線に対するデータの伝送を許可され
るようにプログラムされている。 M37450の入力端子ＲＸＤにはトランシーバ７８のレシー
バ８０が接続され、出力端子ＴＸＤにはドライバ８１が接続されている。レシーバ８０は
同軸線１１の±１３Ｖの電圧信号を M37450が処理可能な０～５Ｖの電圧信号にレベルシフ
トして端子ＲＸＤに入力し、反対に、ドライバ８１は M37450の端子ＴＸＤからの０～５Ｖ
の出力電圧を±１３Ｖの電圧にレベルシフトして同軸線１１に伝送するためのものである
。好ましくは、レシーバ８０には日立製作所のラインレシーバ HD75189を使用し、ドライ
バ８１にはラインドライバ HD75188を使用する。
【００３４】
通信インターフェースユニット２２～３０はいづれも、基本的に、図６のフローチャート
に示したように動作するべくプログラムされている。即ち、夫々のインターフェースユニ
ット２２～３０は対応する住設機器のマイクロコンピュータから送信開始コマンドが出さ
れたかどうかを周期的にチェックしている（ステップＳ１０１）。図２１、図２６、図３
３を参照して後述するように、送信開始コマンドは、例えば、個人認識用データ（体重、
身長、又は体積）が検出された時に、生体情報測定機能を備えた住設機器のマイクロコン
ピュータ 38、 42、 45、 48、 55から対応するインターフェースユニットに出力される。マイ
クロコンピュータ 38、 42、 45、 48、又は、 55からの送信開始コマンドを認識すると、対応
するインターフェースユニットはタイマーを設定し（Ｓ１０２）、設定時間が経過すると
（Ｓ１０３）、比較器（例えば、図５の比較器７９）からの入力により同軸線１１がビジ
ーであるか否かを判定する（Ｓ１０４）。ラインがビジーであれば、再びタイマーを設定
する（Ｓ１０２）。このようにラインがビジーであるかどうかを判定するのは、複数のイ
ンターフェースユニットが同時に送信を開始することにより信号が衝突するのを回避する
ためである。夫々のインターフェースユニット毎にタイマー設定時間を変えることにより
優先順位を付けることが可能であり、その場合には設定時間の短いインターフェースユニ
ットは設定時間の長いインターフェースユニットよりも頻繁にＳ１０４の判定を行うので
、ラインが空いたときにはタイマー設定時間の短いインターフェースユニットにはいち早
く送信のチャンスが与えられる。ラインがビジーでなくなると、送信開始コマンドを受け
たインターフェースユニットはドライバ（例えば、図５のドライバ８１）を介してデータ
を同軸線１１に送信する（Ｓ１０５）。以上の送信ルーチンＳ１０１～Ｓ１０５は、例え
ば、個人認識用データが検出された時に行われるもので、マイクロコンピュータ 38、 42、
45、 48、又は、 55に対応するインターフェースユニット 22、 23、 24、 25、又は 27によって
行われる。
【００３５】
すべてのインターフェースユニット２２～３０は、レシーバ（例えば、図５のレシーバ８
０）を介して同軸線に接続されているので、Ｓ１０１～Ｓ１０５に従いいづれか１つのイ
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ンターフェースユニットから同軸線１１に伝送された信号は、コントローラ２０のインタ
ーフェースユニット２６を含む他のすべてのインターフェースユニットにより受信される
。また、送信（Ｓ１０５）を行ったインターフェースユニット自身も、送信が終わると受
信態勢となる。すべてのインターフェースユニットは、周期的に送信開始コマンドをチェ
ックすると共に（Ｓ１０１）、ラインがビジーかどうかをチェックしている（Ｓ１０６）
。夫々のインターフェースユニットは他のいづれかのインターフェースユニットからのデ
ータ伝送によりラインがビジーとなると、ラインを読み（Ｓ１０７）、夫々のバッファメ
モリにデータを取り込む（Ｓ１０８）。データ転送が終了すると（Ｓ１０９）、夫々のイ
ンターフェースユニットは受信したデータを対応するマイクロコンピュータ又はパーソナ
ルコンピュータのメモリに格納する必要があるか否かを判断し（Ｓ１１０）、必要なけれ
ばバッファメモリをクリアーし（Ｓ１１２）、必要があれば対応するコンピュータへ転送
し（Ｓ１１１）、メモリ（例えば、図５のＲＡＭ７３）に格納させる。
【００３６】
コントローラ２０は、住設機器の計測装置により測定された生体情報を集中管理すると共
に、住設機器の計測装置又は制御装置が必要とする生体情報を供給するため、図７のフロ
ーチャートに示すように作動するべくプログラムされている。図７を参照するに、コント
ローラ２０は、先ず、メモリ５４に格納されたデータを同軸線１１に送信すべきかどうか
を判定する（ステップＳ１２１）。この判定は、ネットワークの住設機器からデータ送信
要求があったかどうかを判別するためのもので、住設機器のインターフェースユニット２
２～２５、２７～３０から同軸線１１に伝送された信号の送信コマンドに基づいて行うこ
とができる。図８は、同軸線１１に転送されるシリアルデータ転送フォーマットの一例を
示すもので、１ビットの送信コマンドが設けてあり、例えば、送信コマンドが“１”の場
合はいづれかの住設機器からデータ送信要求があったと判定し、“０”の場合は送信要求
がないと判定することができる。データ送信要求があった場合には、伝送された信号の機
器ＩＤ番号（図８）に基づいて機器を認識し（Ｓ１２２）、次に個人を識別する（Ｓ１２
３）。住設機器のインターフェースユニットから伝送されたデータに個人認識パラメータ
（体重、身長、又は体積）のみが含まれているが、個人ＩＤ番号が含まれていない場合に
は、個人認識は、コントローラ２０のメモリ５４から家族全員の個人認識パラメータを呼
び出し、住設機器から送られた個人認識パラメータと比較することにより行われる。伝送
されたデータに既に個人ＩＤ番号が含まれている場合には、個人ＩＤ番号に基づいて個人
が認識される。次に、その機器に対してコントローラ２０が送信するべきデータ種別を図
３の第６欄のテーブルに基づいて決定し（Ｓ１２４）、必要なデータを同軸線１１に伝送
する（Ｓ１２５）。コントローラ２０からの伝送は、同様に、図８のフォーマットに従う
が、送信コマンドは“０”とする。ステップＳ１２１の判定において、機器からの送信要
求がない場合には、コントローラ２０は、単に、機器から同軸線１１に伝送されたデータ
をメモリ５４に格納する（Ｓ１２６）。
【００３７】
次に、図９から図２２を参照して、水洗便所設備１２について説明する。前述したように
、水洗便所設備１２には、尿分析機能、心電図記録機能、血圧／脈拍数測定機能、体脂肪
率測定機能、および、体重測定機能が組み込まれている。
【００３８】
図９から図１１に示したように、水洗便所１２は便器８２、便座８３、便蓋８４を備え、
リヤボックス８５内には便器洗浄用の水槽８６が設けてある。左アームレスト兼用制御ボ
ックス８７には計測・制御装置３１の入力装置４０とＬＣＤ４１が設けてあると共に、ボ
ックス８７内にはウォシュレット TM制御装置と温水タンク（図示せず）が配置してある。
右アームレスト兼用制御ボックス８８内にはマイクロコンピュータ３８と音センサ８９（
図１９）が配置してある。音センサ８９は放尿を検出するためのもので、電磁ピックアッ
プで構成することができ、その出力は図１９に示したようにマイクロコンピュータ３８の
Ａ／Ｄ変換器に入力される。
【００３９】
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便器８２の前方には第１の体重計９０が配置してある。使用者が立って小便をした場合に
は、その者の体重は体重計９０によって計測される。また、図１１に示したように、便座
８３には４つの圧力センサ９１が設置してあり、第２の体重計を構成している。便座８３
に着座した使用者の体重の大部分は第２の体重計９１によって検出され、体重の残部は第
１体重計９０によって検出される。これらの出力もマイクロコンピュータ３８のＡ／Ｄ変
換器に入力され、体重の検出に利用される。体重の検出は、水洗便所１２が使用される時
には何時でも、使用者が積極的に指令することなく、自動的に行われる。
【００４０】
図１０に示したように、便座８３には体脂肪率測定計のセンサ部９２が埋め込んである。
この体脂肪率測定計は米国特許 4、 633、 087 Rosenthal et alの原理に基づくもので、セ
ンサ部９２は図１９に示したように近赤外線発光素子（ＩＲＥＤ）９３と受光素子９４（
図１９）を備え、受光素子９４の出力は分析用マイクロコンピュータ９５に入力される。
体脂肪率の測定も、使用者が便座に腰掛けると自動的に行われるもので、ＩＲＥＤ９３は
近赤外線で使用者の大腿部を照射し、反射光の強さは受光素子９４により検知される。
【００４１】
水洗便所１２はまた心電図記録機能と血圧／脈拍数測定機能を有する。心電図記録は第２
誘導法によるもので、このため、図１０に示したように、右アームレスト８８には第１電
極９６が設けてあって、便座に腰掛けた使用者が右手を電極９６に接触させるようになっ
ていると共に、便座８３には、第２電極９７および第３電極９８が設けてあって、便座に
腰掛けた使用者の左右の脚の大腿部がそれらの電極９７、９８に接触するようになってい
る。これらの電極９６～９８の出力は、図１９に示したように、分析用マイクロコンピュ
ータ９９に入力される。第２電極９７と第３電極９８は使用者が便座に腰掛けると必然的
に左右の脚の大腿部に接触するが、心電図の記録のためには、使用者がその右手を右アー
ムレスト８８に載せ、第１電極９６に接触させることが必要であり、使用者の積極的な関
与を必要とする。血圧と脈拍数の測定は、従来型の容積振動法による指血圧計によって行
われるもので、血圧計の測定用カフ１００は右アームレスト８８に取り付けてあり、血圧
計の制御部は右アームレスト兼用制御ボックス８８内に収容してある。周知のように、血
圧と脈拍数の計測は、使用者が右手人差し指をカフ１００に差し込むことにより行われる
。斯る指血圧計は種々のメーカーから市販されており、本発明の目的のためには、例えば
オムロン株式会社から市販されている指血圧計ＨＥＭ８０１を好適に使用することができ
る。図１９に示したように、カフ１００内のセンサの出力は分析用マイクロコンピュータ
９９に送られる。血圧と脈拍数の測定も、また、使用者が指をカフ１００に差し込む必要
があり、使用者の積極的な関与を必要とする。
【００４２】
水洗便所１２は、更に、尿分析装置を備えている。この尿分析装置は、基本的には、本出
願人の特願平２－２３３７４２号に開示された装置と同一のもので、前記出願の開示は本
明細書に援用する。図９から図１９を参照して以下に簡単に説明するに、水洗便所１２の
リヤボックス８５内には尿分析装置１０１が収容してある。図１２から良く分かるように
、便器８２には、小さな尿溜まり１０２が形成してあり、使用者が放尿すると尿の一部が
この尿溜まり１０２に採取されるようになっている。尿分析には図１５に示したような試
験紙１０３を使用することができる。試験紙１０３はプラスチック製の台紙からなり、台
紙には異なる試薬を含浸させた例えば４つのパッチ１０４が付着させてある。試薬は、例
えば、ブドウ糖、蛋白質、ウロビリノーゲン、潜血を呈色反応により検出できるように選
択される。
【００４３】
概略的に述べれば、この尿分析装置１０１は、音センサ８９により放尿を検出すると、試
験紙１０３を自動的に尿溜まり１０２内の尿に接触させることにより試薬を発色させ、発
色した試薬の色を分析ヘッド１０５（図１４および図１６～１８）で検出し、分析後の試
験紙を自動的にごみ箱１０６（図９および図１３）に廃棄するようになっている。
【００４４】
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より詳しくは、図１２から良く分かるように、尿分析装置１０１は試験紙１０３を載置す
るための可動テーブル１０７を有する。このテーブル１０７は、電動モータ１０８とピニ
オン／ラック・スライド機構１０９により、図１４に２点鎖線で示した測定位置と、実線
で示した基準位置と、１点鎖線で示した待機位置との間で移動するようになっている。テ
ーブル１０７への試験紙１０３の供給はリヤボックス８５（図９）に設けた自動給紙装置
１１０により行われるもので、図１４に示したように、ケース１１１は複数枚の試験紙１
０３を収容するようになっており、ステッピング・モータ１１２によりピックアップロー
ラ１１３を回転させることにより、試験紙が１枚づつ搬送路１１４を経てテーブル１０７
に供給されるようになっている。テーブル１０７には１対の位置決めピン１１５が設けて
あり、供給された試験紙１０３を図１２に示したように位置決めするようになっている。
【００４５】
図１２～図１４から良く分かるように、試験紙１０３の取り扱いは搬送機構１１６により
行われる。即ち、便器８２には搬送機構の基台１１７が据え付けてあり、この基台１１７
に旋回キャリッジ１１８が旋回可能に装着してある。図１３から良く分かるように、キャ
リッジ１１８は垂直軸線１１９を中心として約９０度旋回可能であり、モータ１２０とギ
ヤ列１２１（図１２）により旋回せられる。キャリッジ１１８には、モータ１２２とベル
ト／プリー機構１２３により昇降せられるスライドアーム１２４が装着してあり、アーム
１２４にはソレノイド１２５とワイヤー１２６により開閉されるクランプ１２７が装着し
てある。
【００４６】
自動給紙装置１１０により試験紙１０３がテーブル１０７にセットされると、クランプ１
２７が試験紙を掴み、テーブル１０７が後退した後、アーム１２４が降下して、試験紙を
尿溜まり１０２の尿に浸す。アーム１２４を上昇させ、テーブル１０７を前進させた後、
クランプ１２７を釈放すると、試験紙は再びテーブル１０７上にセットされる。次に、図
１６に示したように、テーブル１０７を更に前進させ、図１７に示したように分析ヘッド
１０５に密着させて暗箱１２８を形成し、この中で尿分析が行われる。即ち、分析ヘッド
１０５に設けた一連の発光素子１２９から試験紙の夫々の試薬パッチ１０４に光りを照射
し、反射光量を受光素子１３０により検出することにより、試薬の呈色反応の強度が検出
される。受光素子１３０の出力は尿分析のため分析用マイクロコンピュータ９５に入力さ
れる。
【００４７】
次に、便所設備１２のマイクロコンピュータ３８の動作を示す図２０から図２２のフロー
チャートを参照して、水洗便所１２に関連する測定装置による生体情報の収集と得られた
データの伝送について説明する。
【００４８】
図２０のフローチャートを参照するに、水洗便所１２の使用に伴い体重計９０および／又
は体重センサ９１からの信号により体重が検知されると（Ｓ１３１）、マイクロコンピュ
ータ３８は体重の測定と情報の受信を行う（Ｓ１３２）。
【００４９】
体重測定と情報受信は、図２１のフローチャートにサブルーチンとして示してあり、マイ
クロコンピュータ３８は、センサ９０および／又は９１からのアナログ信号を入力して（
Ｓ１５１）、Ａ／Ｄ変換し（Ｓ１５２）、平均値を計算した後（Ｓ１５３）、一旦メモリ
７３に格納する（Ｓ１５４）。次に、マイクロコンピュータ３８はインターフェースユニ
ット２２に送信開始コマンドを送り（Ｓ１５５）、インターフェースユニット２２に送受
信を実行させる（Ｓ１５６）。
【００５０】
この送受信ルーチンＳ１５６は、同軸線１１を介してマイクロコンピュータ３８のインタ
ーフェースユニット２２とコントローラ２０のインターフェースユニット２６との間で行
われる一連の通信であり、次のように行われる。即ち、図６を参照して前述したように、
マイクロコンピュータ３８から送信開始コマンドを受け取ると、インターフェースユニッ

10

20

30

40

50

(12) JP 3539370 B2 2004.7.7



ト２２は、送信要求コマンドと機器ＩＤ番号（図８参照）とデータ種別（体重）を付して
メモリ７３内の体重値を同軸線１１に送信する（Ｓ１０１～１０５）。この時のデータ伝
送フォーマットには個人ＩＤ番号は含まれていなくともよい。
【００５１】
この伝送に応答し、コントローラ２０のインターフェースユニット２６は受信ルーチンを
実行し（図６のＳ１０６～Ｓ１１１）、データをコントローラ２０のＲＡＭに格納させる
。次に、コントローラ２０は、図７のフローチャートに関連して前述したように、機器と
個人を認識し（Ｓ１２２～Ｓ１２３）、図３のテーブルを参照する（Ｓ１２４）。図３の
第６欄に示したように、コントローラ２０が水洗便所１２に送信すべきデータは個人の身
長データと性別データであるので、コントローラ２０は機器ＩＤ番号および個人ＩＤ番号
と共にそれらのデータを同軸線１１に送信する（Ｓ１２５）。このため、コントローラ２
０のインターフェースユニット２６は図６のフローチャートの送信ルーチン（Ｓ１０１～
１０５）を実行する。
【００５２】
コントローラ２０のインターフェースユニット２６による送信中は、マイクロコンピュー
タ３８のインターフェースユニット２２は図６の受信ルーチン（Ｓ１０６～Ｓ１１１）を
実行し、コントローラ２０から受信した情報（個人ＩＤ番号と、その個人の身長と性別）
をマイクロコンピュータ３８のＲＡＭに格納させる（Ｓ１５７）。
【００５３】
再び図２０のフローチャートを参照するに、以上のようにしてコントローラ２０から必要
な情報を入手したならば、水洗便所設備１２のマイクロコンピュータ３８は、体重検知か
ら１分以内に音センサ８９が音を検知したかどうかを判定する（Ｓ１３３）。音が検知さ
れた場合には、音が終了するまで待ち（Ｓ１３４）、音の検知が最初のものである場合に
は（Ｓ１３５）、放尿があったと判定し、尿検査を実施する（Ｓ１３６）。音の検知が最
初のものであるかどうかを判定するのは、放尿音を水洗便所の洗浄音から区別するためで
ある。体重検知から１分以内に音が検知されない場合には、放尿以外の目的で水洗便所１
２が使用されたと判断し、尿検査は実施しない。
【００５４】
尿検査（Ｓ１３６）のやり方を図２２のフローチャートを参照して説明するに、放尿の終
了が検出されると（図２０のＳ１３５）、マイクロコンピュータ３８は試験紙供給用のス
テッピングモータ１１２を所定角度回転させ、試験紙１０３をテーブル１０７に供給する
（Ｓ１６１）。次に、テーブルモータ１０８を駆動してテーブル１０７を図１４に２点鎖
線で示した測定位置まで前進させ（Ｓ１６２）、予備測定を行う（Ｓ１６３）。予備測定
は、呈色反応前の試験紙の試薬の色を計測するためである。得られたデータは分析用コン
ピュータ９５のメモリに格納され、尿分析に利用される。次に、図１４に実線で示した基
準位置までテーブル１０７を後退させ（Ｓ１６４）、アーム昇降用のモータ１２２を駆動
してアーム１２４を下げ（Ｓ１６５）、ソレノイド１２５を励磁することによりクランプ
１２７に試験紙を掴ませる（Ｓ１６６）。次に、アーム１２４を引き上げて（Ｓ１６７）
、図１４に１点鎖線で示した待機位置までテーブルを後退させた後（Ｓ１６８）、アーム
を下降させることにより（Ｓ１６９）、試験紙１０３を便器の尿溜まり１０２内の尿に浸
す（Ｓ１７０）。次いでアームを引き上げ（Ｓ１７１）、基準位置までテーブルを前進さ
せた後（Ｓ１７２）、クランプ１２７を釈放すると（Ｓ１７３）、尿に接触せられた試験
紙はテーブル１０７上に載置される。再びテーブルを測定位置まで前進させて分析ヘッド
１０５に当接させ（Ｓ１７４）、所定の呈色反応時間後にセンサ１２９、１３０により試
薬の発色を測定し、尿分析を行わせる（Ｓ１７５）。分析用コンピュータ９５にデータを
出力させた後（Ｓ１７６）、テーブルを後退させて（Ｓ１７７）、アームを下げ（Ｓ１７
８）、試験紙をクランプさせた後（Ｓ１７９）、アームを引き上げ（Ｓ１８０）、テーブ
ルを待機位置まで退却させる（Ｓ１８１）。この状態で、キャリッジモータ１２０を駆動
してキャリッジ１１８を図９に示した位置まで旋回させ（Ｓ１８２）、クランプ１２７を
釈放することにより分析済みの試験紙をごみ箱１０６に廃棄する（Ｓ１８３）。最後に、
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キャリッジを初期位置に旋回させ（Ｓ１８４）、テーブル１０７を基準位置まで前進させ
て次の尿分析に備える（Ｓ１８５）。
【００５５】
再び図２０を参照するに、以上のようにして尿分析（Ｓ１３６）が終わると、圧力センサ
９１からの信号により使用者が便座に着座しているかどうか判定し（Ｓ１３７）、着座の
場合には体脂肪センサ９２により体脂肪を測定し、分析用コンピュータ９５に体脂肪率を
演算させる（Ｓ１３８）。体脂肪率の演算にはコントローラ２０から入手した身長および
性別データを使用するのが好ましく、例えば、『近赤外分光法による体脂肪測定』（体力
科学第３９巻第３号別刷、 1990年 6月、 155？ 163、沢井等）に記載された推定式によるこ
とができる。
【００５６】
体脂肪率測定（Ｓ１３８）が終わると、着座検知から１分以内に血圧計のカフ１００に指
が挿入されたかどうかを判定する（Ｓ１３９）。指が検知された場合には、血圧と脈拍数
を測定する（Ｓ１４０）。また、血圧測定中は、使用者の右手はアームレスト８８の第１
電極９６に接触しているので、第２電極９７および第３電極９８からの出力と併せて第２
誘導法により心電図を記録する。
【００５７】
血圧／脈拍数の測定と心電図の記録が終り、データが得られた場合には（Ｓ１４１）、デ
ータをＬＣＤ４１に表示させた後（Ｓ１４２）、マイクロコンピュータ３８はインターフ
ェースユニット２２をして同軸線１１にデータを伝送させる（Ｓ１４３）。コントローラ
２０のインターフェースユニット２６はマイクロコンピュータ３８からのデータを受信し
、メモリ５４に格納する。
【００５８】
このようにして、水洗便所１２の使用に伴い、受動的に、個人の尿分析データ、体重デー
タ、および体脂肪率データが得られ、コントローラ２０のメモリに蓄積される。また、使
用者が積極的に指をカフ１００に差し込んだ場合には、更に、心電図と血圧／脈拍数デー
タが得られ、それらもメモリに蓄積される。
【００５９】
次に、図２３から図２７を参照してベッド１３について説明する。図示した実施例では、
ベッド１３は、ベッド上の体温分布を検出することにより個人認識パラメータとしての身
長を検出すると共に、生体情報としての個人の基礎体温を測定するように設計されている
。図２３に示したように、ベッド１３のマットレス１４０の内部には、サーミスタのマト
リックスが配置してある。例えば、サーミスタのマトリックスは２０本のライン１４１か
らなる。個人認識パラメータとしての身長を正確に検出するためには、マトリックスのラ
イン１４１の間隔は、ベッド１３の中央部において粗に、ベッドの周辺部において密に配
置するのが好ましい。夫々のライン１４１は同一に構成することができるので、１つのラ
インのみについて説明するに、図２４に示したように夫々のラインには８つのサーミスタ
１４２が配置してある。夫々のサーミスタ１４２の一方の端子には抵抗１４３を介して基
準電圧が印加され、他方の端子は接地されている。サーミスタ１４２と抵抗１４３との接
合部の電位はマルチプレクサ１４４を介してマイクロコンピュータ４２に入力される。マ
イクロコンピュータ４２は４ビットのアドレスバス１４５を介してマルチプレクサ１４４
をスイッチングし、接合部の電位を順次に入力する。サーミスタ１４２の抵抗は温度に応
じて変化し、従って、サーミスタ１４２と抵抗１４３との接合部の電位は体温に応じて変
化するので、接合部の電位を検出することにより、夫々のサーミスタの温度が検出される
。好ましくは、マットレス１４０内にはサーミスタ１４２と配線のみを配置し、抵抗１４
３とマルチプレクサ１４４とマイクロコンピュータ４２とインターフェースユニット２３
はベッドサイドの制御ボックス１４６内に配置する。
【００６０】
図２５から図２７のフローチャートを参照してマイクロコンピュータ４２の動作を説明す
ることにより、ベッド１３による身長と体温の検出およびデータの伝送を説明するに、図
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２５に示したように、マイクロコンピュータ４２は身長を測定してデータをコントローラ
２０に伝送した後（Ｓ１９１）、体温を測定し（Ｓ１９２）、体温データをコントローラ
２０に伝送する（Ｓ１９３）。身長測定ルーチンおよび体温測定ルーチンは、夫々、図２
６および図２７にサブルーチンとして示してある。
【００６１】
図２６を参照するに、マイクロコンピュータ４２は周期的にすべてのサーミスタ１４２を
チェックすることによりサーミスタマトリックスの最低温度を検出すると共に（Ｓ２０１
）、マトリックスのいづれかの点の温度が最低温度より上昇したか否かをチェックする（
Ｓ２０２）。いづれかの点の温度が上昇すると、ベッド１３が使用されていると判断し、
温度上昇を生じたラインを検出すると共に（Ｓ２０３）、温度上昇を生じたラインの最大
間隔を測定し（Ｓ２０４）、身長を演算する（Ｓ２０５）。ベッドのサーミスタマトリッ
クスの各点はベッドに横たわる個人の体温により加熱され、温度上昇を生じたラインの最
大間隔は個人の身長に比例するので、最大間隔を測定することにより使用者の身長を推定
することができる。前述したように、マトリックスのライン１４１の間隔をベッドの周辺
部において密に設定することにより、例えば２ｃｍ単位で身長を検出することができる。
マイクロコンピュータ４２は得られた身長データを一旦メモリに格納し（Ｓ２０６）、イ
ンターフェースユニット２３に送信開始コマンドを送ると共に（Ｓ２０７）、インターフ
ェースユニット２３に図６に示した送受信ルーチン（Ｓ１０１～１０５）を実行させ（Ｓ
２０８）、身長データを同軸線１１に伝送する。図３の第６欄から分かるように、ベッド
１３はコントローラ２０からデータの転送を受ける必要はないので、コントローラ２０は
機器ＩＤ番号及び個人ＩＤ番号のみを同軸線１１に送信する。その後、ベッドのインター
フェースユニット２３を経由して送られて来る情報をメモリに格納する（Ｓ２０９）。
【００６２】
図２７を参照するに、体温測定ルーチンでは、マイクロコンピュータ４２はサーミスタマ
トリックスの最高温度を測定し（Ｓ２１１）、データをＲＡＭに格納し（Ｓ２１２）、１
０分経過するのを待つ（Ｓ２１３）。１０分経過後、再び最高温度を測定し（Ｓ２１４）
、１０分前の最高温度と比較し（Ｓ２１５）、１０分間の前後で温度降下があったかどう
かを判定する（Ｓ２１６）。温度降下がなければ、体温データを更新する（Ｓ２１８）。
１０分間に温度降下があれば、使用者がベッド１３から起き出したと判断し、１０分前の
温度を基礎体温データとして確定する（Ｓ２１７）。このデータはコントローラ２０に伝
送され（Ｓ１９３）、コントローラ２０のメモリに記録される。このようにして、ベッド
１３の使用に伴い、受動的にベッド使用者の基礎体温が測定され、体温データがコントロ
ーラ２０に収集される。
【００６３】
次に、図２８から図３６を参照して入浴設備（風呂）１４およびその関連設備について説
明する。この入浴設備は心電図のＲ－Ｒ間隔を測定することにより入浴者の精神的ストレ
スの度合いを生体情報として受動的に検出するようになっていると共に、入浴者の健康管
理を目的として入浴者にマッサージを与え、かつ、湯温を調節するようになっている。
【００６４】
図２８を参照するに、風呂１４は噴流発生装置を備えた浴槽１５０を有する。斯る噴流発
生装置は周知のもので、本出願人から“ブローバス TM”の商品名で市販されており、噴流
により入浴者にマッサージ効果を与えることを目的としている。浴槽１５０内の湯は循環
パイプ１５１を介してポンプユニット１５２に送られて加圧され、そこから圧送パイプ１
５３を介して例えば４つのノズルユニット１５４に送られ、ノズルユニット１５４内で空
気と混合された上で、気泡入りの噴流として再び浴槽内に吹き込まれるようになっている
。ノズルユニット１５４は電磁弁からなり、空気取入口１５５から空気パイプ１５６を介
して取入れられ噴流に混合される空気の量を制御するようになっている。図２９に示した
ように、ノズルユニット１５４の電磁弁のソレノイド１５７およびポンプユニット１５２
のモータ１５８はマイクロコンピュータ４５により制御される。マイクロコンピュータ４
５は浴室の壁に取付けた制御ボックス１５９内に配置される。制御ボックス１５９にはマ
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ニュアル入力装置１６０が設けてあり、マニュアルにより浴室条件を設定できるようにな
っている。浴槽内の湯は、また、１対の循環パイプ１６１を介して従来型のガスバーナ式
給湯機１６２に送られる。図２９に示したように、給湯機１６２にはガスバーナのガス量
を制御する制御部１６３と燃焼用空気量を制御する空気量制御部１６４が設けてあり、浴
槽に循環される湯温をマイクロコンピュータ４５の制御により調節するようになっている
。浴室の湿度は従来型のミスト発生装置により調節されるようになっており、このため、
浴室の壁にはミスト噴射ノズル１６５が設置してあり、ポンプユニット１６６からパイプ
１６７及びヒータ１６７Ａを介して圧送された湯を噴射するようになっている。ポンプユ
ニット１６６のモータ１６８はマイクロコンピュータ４５により制御される。
【００６５】
給湯機１６２にはポテンショメータ型の水位センサ１７０が設けてあり、後述するように
、入浴者の人体の体積を検出するようになっている。さらに、循環パイプ１６１には圧力
センサ１７１が設置してあり、浴槽内に入浴者が居るかどうかを水圧の変化により検出す
るようになっている。また、浴室の壁には光電センサ１７２が設けてあり、浴室内の人を
検知できるようになっている。これらのセンサ１７０～１７２に出力は、マイクロコンピ
ュータ４５に送られる。浴槽１５０には、更に、心電図記録用の４つの電極１７３が設け
てあり、その出力はマイクロコンピュータ４５に入力される。
【００６６】
図３０から図３６のフローチャートを参照して風呂１４とそれに関連する計測・制御装置
の作動を説明する。先ず、図３０～３１を参照するに、マイクロコンピュータ４５は体重
計２１（図２）からの信号により、浴室への入口で入浴者が検知されたかどうかをチェッ
クする（Ｓ２２１）。入口で体重が検知されない場合には、入浴者が体重計を跨いで通る
ことがあるので、光電センサ１７２により浴室内に人が入ったかどうかを監視する（Ｓ２
２４）。体重が検知された場合は図２１のフローチャートに関連して前述したのと同様の
体重測定・情報送受信ルーチン（Ｓ１５１～Ｓ１５７）を実行して（Ｓ２２２）、コント
ローラ２０から図３の第６欄に示したデータを受信した後、浴室条件の設定を行う（Ｓ２
２３）。浴室条件の設定は例えば図３２に示すサブルーチンに従って行うことができるも
ので、コントローラ２０から入手した体脂肪率とエルゴメータ１５による運動量（発汗量
を表す）に基づいて適切な湯温が得られるように給湯機の制御部１６３、１６４を作動さ
せ（Ｓ２５１）、ミスト発生装置１６５、１６６を作動させ（Ｓ２５２）、ポンプユニッ
ト１５２による噴流の強さを設定すると共に（Ｓ２５３）、ノズルユニット１５４による
気泡発生量を設定する（Ｓ２５４）。噴流の強さは、例えば、前回測定の心電図のＲ－Ｒ
間隔および運動量に応じて決定することができ、精神的疲労および肉体的疲労が激しいと
きにはマッサージ効果を増強することが望ましい。
【００６７】
浴室設定が終わると、光電センサ１７２により浴室内に人が入ったかどうかを監視し（Ｓ
２２４）、入浴者が検知されない場合にはタイマーを設定し（Ｓ２２５）、設定時間の経
過を待つ（Ｓ２２６～Ｓ２２７）。体重計２１が作動した後設定時間が経過しても光電セ
ンサ１７２が人を検知しない場合には、浴室の利用がキャンセルされたものと見做し、浴
室設定を解除する（Ｓ２２８）。浴室内に入浴者が検知された場合には、入力装置１６０
によるマニュアル入力があるかどうかを判定し（Ｓ２２９）、マニュアル入力が選択され
ている場合には、マニュアル入力による浴室設定を優先する（Ｓ２３０）。次に、水位セ
ンサ１７０からの出力により浴槽内の湯の初期水位を検出し（Ｓ２３１）、メモリに格納
する（Ｓ２３２）。そして、圧力センサ１７１からの信号により水圧の変化を監視する（
Ｓ２３３）。水圧の変化があると入浴者が浴槽内に入ったと判断し、体積測定ルーチンを
実行する（Ｓ２３４）。
【００６８】
体積測定ルーチンＳ２３４は、図３３のフローチャートにサブルーチンとして展開してあ
り、図２１の体重測定ルーチンに関連して前述したように、個人認識パラメータとしての
入浴者の身体の体積の値を演算してコントローラ２０に伝送し、風呂１４に関連する計測
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・制御装置に必要なデータをコントローラ２０から受信するためのものである。即ち、マ
イクロコンピュータ４５は、水位センサ１７０からのアナログ信号を入力して（Ｓ２６１
）、Ａ／Ｄ変換し（Ｓ２６２）、平均値を計算した後（Ｓ２６３）、データを一旦メモリ
に格納する（Ｓ２６４）。そして、Ｓ２３１で検出された初期水位とＳ２６３で得られた
平均値とに基づいて、入浴者の体積を演算する（Ｓ２６５）。次に、図２１の体重測定ル
ーチンに関連して前述したところと同様に、マイクロコンピュータ４５はインターフェー
スユニット２４に送信開始コマンドを送り（Ｓ２６６）、インターフェースユニット２２
に送受信を実行させ（Ｓ２６７）、コントローラ２０から伝送されたデータをメモリに格
納する（Ｓ２６８）。図３の第６欄から分かるように、コントローラ２０からは、体脂肪
率、血圧／脈拍数、運動量、前回の心電図のＲ－Ｒ間隔に関する情報が伝送される。
【００６９】
体積測定ルーチン（Ｓ２３４）が終わると、既に浴室設定が済んでいるかどうかチェック
する（Ｓ２３５）。入浴者が浴室入口の体重計２１を跨いで入室した場合には浴室設定（
Ｓ２２３）は未だ完了していないので、浴室設定を行う（Ｓ２３６）。次に気泡発生装置
１５４と噴流発生装置１５２の作動を開始させ（Ｓ２３７～Ｓ２３８）、心電図のＲ－Ｒ
間隔を測定する（Ｓ２３９）。
【００７０】
心電図Ｒ－Ｒ間隔測定ルーチン（Ｓ２３９）は図３４のフローチャートに示されている。
先ず、マイクロコンピュータ４５は、心電図検出用電極１７３からの出力により、心電図
のＲ－Ｒ間隔を測定する（Ｓ２７１）。図３５に模式的に示したように、心電図のＲ波は
高いピークを示すので、浴槽１５０の電極１７３により充分検出することができる。隣り
合う２つのＲ波の間隔は精神的ストレスに関連があるものとして知られており、図３６の
グラフに示したようにＲ－Ｒ間隔のヒストグラムにおいて偏差値の幅が狭い場合には精神
的ストレスの度合いが強く、反対に広い場合にはリラックスしていると考えられている。
Ｒ－Ｒ間隔の測定は１００拍分行われ（Ｓ２７２）、データはメモリに格納される（Ｓ２
７３）。次いで、データを統計処理をして図３６のヒストグラムを作成し（Ｓ２７４）、
標準値と比較することにより（Ｓ２７５）、ストレスの度合いを判定し（Ｓ２７６）、結
果をＬＣＤ４７に表示すると共に（Ｓ２７７）、データをコントローラ２０に転送する（
Ｓ２７８）。
【００７１】
このようにして心電図のＲ－Ｒ間隔が測定されると、新たに得られたデータに基づいて浴
室設定が修正され（Ｓ２４０）、入浴者の疲労状態に適合したマッサージ効果を与えるよ
うに噴流の強さその他の条件が変更される。従って、疲労回復が促進され、きめ細かな健
康管理を行うことができる。マイクロコンピュータ４５は水位センサ１７０からの信号に
より水位が初期値に戻ったかどうかをチェックしており（Ｓ２４１）、水位が初期値に戻
らない限りＲ－Ｒの測定と浴室設定の修正を繰り返す。水位が初期値に戻ると、入浴者が
浴槽から出たものと判断し、気泡発生装置および噴流発生装置を停止させる（Ｓ２４２）
。光電センサ１７２が浴室内に人を検知しなくなると（Ｓ２４３）、マイクロコンピュー
タ４５はミスト発生装置を停止させる（Ｓ２４４）。
【００７２】
図３７を参照するに、エルゴメータ１５は、個人の健康管理や体力測定の目的で室内運動
に使用されるものであるが、図示した実施例では、生体情報として血圧／脈拍数と体重を
測定することができ、個人認識パラメータとして体重を検出することができる。体重の検
出は受動的に行われる。このエルゴメータ１５は、さらに、コントローラ２０から受け取
った生体情報および自ら測定した生体情報に基づいて運動の負荷を制御することができる
。図示した実施例では、エルゴメータ１５は、例えば、水洗便所１２で検出された体脂肪
率をコントローラ２０から受け取り、これに基づいて運動負荷を可変制御するようになっ
ている。
【００７３】
即ち、エルゴメータ１５の基部には体重計１８０が設けてあり、個人認識パラメータ並び
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に生体情報として使用者の体重を検出するようになっている。ハンドル１８１に装着され
た制御ボックス１８２には、マイクロコンピュータ４８と指血圧計の制御部が収蔵してあ
る。血圧計のカフ１８３は着脱自在にハンドル１８１に付着してあり、エルゴメータ１５
の使用者がその指に装着して運動中に血圧と脈拍数を測定できるようになっている。

エルゴメータ１５に好適に使用可能な指
血圧計としては、前述したＨＥＭ８０１指血圧計がある。制御ボックス１８２には、ＬＣ
Ｄ５０が設けてあり、運動中に血圧／脈拍数を表示するようになっている。また、制御ボ
ックス１８２には、従来型のマニュアル入力スイッチ（図示せず）が設けてあり、予め設
定された簡易運動プログラムを使用者の要望に応じて選択できるようになっている。
【００７４】
エルゴメータ１５は自転者を模したもので、ペダル付きのクランク１８４によりベルト１
８５を介して回転輪１８６を回転させるようになっている。回転輪１８６には回転抵抗ロ
ーラ１８７が接触させてあり、回転輪１８６に対する回転抵抗ローラ１８７の接触圧力を
リニアＤＣモータ１８８により調節することにより回転摩擦抵抗を増減させ、運動負荷を
可変制御するようになっている。このため、回転抵抗ローラ１８７を回転可能に支持する
フォーク１８９はリニアＤＣモータ１８８の出力軸に連結してあり、ＤＣモータ１８８を
いづれかの方向に回転させると回転輪１８６に加わる摩擦抵抗が増加し、反対方向に回転
させると摩擦抵抗が減少するようになっている。リニアＤＣモータ１８８は駆動回路１９
０により制御され、この駆動回路１９０はマイクロコンピュータ４８により制御される。
図３８に駆動回路１９０の一例を示す。この回路は周知のもので、図３９に示したように
、端子１９１に電圧を印加するとモータ１８８が正転し、端子１９２に電圧を印加すると
逆転するようになっている。ＤＣモータ１８８は、例えば図４０に示したように、体脂肪
量に比例して、負荷×時間からなる合計運動量が線形関係で増加するように制御すること
ができる。
【００７５】
図４１に示したフローチャートを参照してエルゴメータ１５の、マイクロコンピュータ４
８の動作を説明するに、体重計１８０が体重を検知すると（Ｓ２８１）、体重測定・情報
送受信ルーチンが実行される（Ｓ２８２）。このルーチン（Ｓ２８２）は、図２１のフロ
ーチャート（Ｓ１５１～Ｓ１５７）に関連して前述したのと同様に行われるもので、コン
トローラ２０は、エルゴメータ１５から体重値を受け取ると、機器と個人を認識し（図７
のＳ１２２～Ｓ１２３）、図３の第６欄を参照することにより当該個人の体脂肪率、血圧
／脈拍数、基礎体温に関するデータをエルゴメータ１５に転送する。エルゴメータ１５に
転送される体脂肪率データは前述したように水洗便所１２で測定されたものであり、基礎
体温はベッド１３で測定されたものである。これらのデータを受け取ると、マイクロコン
ピュータ４８は制御ボックス１８２のマニュアル入力スイッチによる簡易負荷設定が選択
されているか否か判別し（Ｓ２８３）、選択されている場合には予め用意された簡易負荷
を設定する（Ｓ２８６）。簡易負荷の設定では、マイクロコンピュータ４８は例えば３種
の負荷（強・中・弱）のいづれかを設定し、使用者は設定された負荷に抗して運動を行う
。簡易負荷設定が選択されていない場合には、マイクロコンピュータ４８はコントローラ
２０から入手した生体情報の種別に応じて負荷プログラムを選択し（Ｓ２８４）、負荷と
運動時間を設定する（Ｓ２８５）。負荷プログラムの選択（Ｓ２８４）は、例えば、高血
圧の使用者が運動をする場合には、運動時の脈拍数が、通常時の脈拍数×１ .５を越えな
いように選択される。負荷の設定（Ｓ２８５）は、例えば図４０に示したように、体脂肪
率に応じて設定することができる。次に、体重検知から例えば５分以内にペダルが回転し
たかどうかを判定し（Ｓ２８７）、ペダル回転が検出されない場合にはメモリをクリアし
（Ｓ２９７）、メインルーチンを終了する。ペダルの回転を検出した場合には、カフ１８
３からの出力により血圧と脈拍数を測定し（Ｓ２８８）、使用者のために結果をリアルタ
イムにＬＣＤ５０に表示し（Ｓ２８９）、測定された血圧と脈拍数に基づいて負荷を修正
する（Ｓ２９０）。マイクロコンピュータ４８は設定運動時間の経過を監視しており（Ｓ
２９１）、血圧／脈拍数の測定（Ｓ２８８）と負荷の修正（Ｓ２９０）は設定時間が経過
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するまで繰り返えされる。設定運動時間が経過すると、その旨を表示すると共に（Ｓ２９
２）、運動量（負荷×運動時間）と脈拍数を一時的に、メモリに格納し（Ｓ２９３）、イ
ンターフェースユニット２５に送信開始コマンドを送り（Ｓ２９４）、コントローラ２０
のインターフェースユニットとの間で送受信を実行させる（Ｓ２９５）。この送受信（Ｓ
２９５）は、図２１を参照して水洗便所１２のインターフェースユニット２２の送受信ル
ーチン（Ｓ１５６）に関連して前述したのと同様に行われるもので、エルゴメータ１５で
計測された体重値と運動量と血圧／脈拍数はコントローラ２０のメモリに生体情報として
格納される。次に、マイクロコンピュータ４８は最終結果（運動量と脈拍数）を表示した
後（Ｓ２９６）、そのメモリをクリアする（Ｓ２９７）。
【００７６】
このように、エルゴメータ１５においては、他の住設機器で得られた生体情報（例えば、
水洗便所で計測された体脂肪率および血圧、ベッドで計測された体温）に基づいて運動プ
ログラムが設定され、運動中に自ら計測する脈拍数に基づいて運動中プログラムが修正さ
れる。
【００７７】
図４２は本発明の健康管理ネットワークに利用可能な安楽椅子１６を示す。この安楽椅子
１６は、ボディソニック株式会社（東京）から市販されている安楽椅子“ Refresh-1”を
改造したもので、同社の安楽椅子には、オーディオ装置２００により駆動される複数のト
ランスデューサ２０１が組み込んであり、低周波振動によりマッサージ効果を生ずるよう
になっている。
【００７８】
本発明の目的のため、安楽椅子１６の本体２０２は体重計２０３の上に搭載してあり、着
席に伴い受動的に体重を計測するようになっている。体重計２０３の出力はマイクロコン
ピュータ５５に入力される。肘掛け２０４には心電図記録用の測定電極２０５が設けてあ
って、使用者の右手に接触させるようになっていると共に、脚載せ２０６には基準電極２
０７と測定電極２０８が設けてあって、使用者の左右の脚に夫々接触させるようになって
いる。心電図記録は第２誘導法によるもので、電極の出力はマイクロコンピュータ５５に
送られ、心電図が記録される。更に、肘掛け２０４にはＬＣＤ５７と前記従来型の指血圧
計のカフ２０９が設けてある。血圧計の制御部とマイクロコンピュータ５５とインターフ
ェースユニット２７は体重計内の制御ボックス２１０内に配置されており、血圧計の制御
部はマイクロコンピュータ５５に接続されている。また、マイクロコンピュータ５５はト
ランスデューサ２０１によるマッサージ効果を制御するべくオーディオ装置２００に接続
されている。
【００７９】
図４３のフローチャートを参照して安楽椅子１６の動作を説明するに、体重計２０３が体
重を検知すると（Ｓ３０１）、体重測定・情報送受信ルーチンが実行される（Ｓ３０２）
。この体重測定・情報送受信ルーチン（Ｓ３０２）も、また、図２１のフローチャート（
Ｓ１５１～Ｓ１５７）に関連して前述したのと同様に行われるもので、コントローラ２０
は、安楽椅子１６から体重値を受け取ると、機器と個人を認識し（図７のＳ１２２～Ｓ１
２３）、図３の第６欄を参照することにより当該個人の心電図のＲ－Ｒ間隔に関するデー
タを安楽椅子１６に転送する。安楽椅子１６に転送されるＲ－Ｒ間隔データは前述したよ
うに風呂１４で測定され、コントローラ２０に記録されているものである。前述したよう
に、心電図のＲ－Ｒ間隔は精神的ストレスを表すものとして知られており、マイクロコン
ピュータ５５はＲ－Ｒ間隔データに基づいてトランスデューサ２０１による振動レベルを
設定する（Ｓ３０３）。次に、カフ２０９からの信号により安楽椅子使用者がカフ２０９
を装着したかどうかを判定する（Ｓ３０４）。安楽椅子１６においても、血圧の測定のた
めには、使用者がカフ２０９を装着することが必要であり、多少なりとも使用者の積極的
な関与が必要であろう。また、指にカフ２０９を嵌めれば測定電極２０５は使用者の手に
ほぼ接触するが、他の電極２０７および２０８に脚を接触させる必要がある。風呂上がり
の場合には、接触は比較的容易に行われる。使用者がカフ２０９を装置していない場合に
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は、マイクロコンピュータ５５はステップＳ３１０にスキップする。カフが装着されてい
る場合には、マイクロコンピュータ５５は心電図を記録し（Ｓ３０５）、新たに測定され
たＲ－Ｒ間隔に基づいて振動レベルを修正し（Ｓ３０６）、血圧を測定し（Ｓ３０７）、
ＬＣＤ５７にデータを表示し（Ｓ３０８）、得られたデータをコントローラ２０に転送す
る（Ｓ３０９）。次に、オーディオ装置２００のスイッチが投入されているかどうかをチ
ェックし（Ｓ３１０）、ＯＮの場合にはオーディオ装置を作動させる（Ｓ３１１）。マイ
クロコンピュータ５５は体重計２０３からの出力を監視しており（Ｓ３１２）、体重を感
知する限り測定と制御（Ｓ３０４～Ｓ３１１）を継続する。体重が検出されなくなると、
使用者が安楽椅子の利用を終了したと見做し、オーディオ装置２００を停止する。
【００８０】
図４４は、献立作成器１７を台所に設置したところを示す。図４に示したように、献立作
成器１７としては、キーボード５９とＣＲＴ６１を備え市販の献立作成プログラムがイン
ストールされた汎用のパーソナルコンピュータ５８を利用することができる。データベー
ス６０には献立作成用データが格納されている。
【００８１】
図４５を参照して作動を説明するに、献立作成器１７のスイッチがＯＮになるのを検知す
ると（Ｓ３２１）、インターフェースユニット２８に送信開始コマンドが送られ（Ｓ３２
２）、インターフェースユニット２８は前述したように同軸線１１を介してコントローラ
２０との間でデータの通信を行う（Ｓ３２３）。この場合、献立作成器１７のインターフ
ェースユニット２８からコントローラ２０には献立作成の対象となる個人のＩＤ番号が送
信され、当該個人に関してコントローラ２０は図３の第６欄に示した生体情報を献立作成
器１７に伝送する。前述したように、尿分析データと体脂肪率は水洗便所１２で計測され
たものであり、運動量はエルゴメータ１５で測定されたものである。コンピュータ５８は
コントローラ２０から受信したデータをそのメモリに格納し（Ｓ３２４）、献立を選択し
（Ｓ３２５）、ＣＲＴ６１に献立を表示する（Ｓ３２６）。表示された献立とは別の献立
を使用者が希望すると（Ｓ３２７）、献立の選択と表示が繰り返えされ、献立の表示は使
用者が希望する限り継続される（Ｓ３２８）。献立作成プログラムは、例えば、糖尿病の
傾向がある場合には、食餌療法に適切な何種類かの献立を表示させ、使用者の選択を可能
にするように構成することができる。また、献立作成器１７にインターフェースユニット
２８を介して塩分や糖分を測定するセンサ、食物用の秤、ｐＨセンサ等を接続することに
よって、これらの周辺機器からのデータを参考として更に充実した献立作成が可能となる
。
【００８２】
図４６は本発明の健康管理ネットワークシステムに接続可能なＩＣカード読み書き装置付
きモデム付き電話機１８を示す。図４６および図４を参照するに、電話機１８はモデム６
６を備え、ネットワークシステム１０で得られた生体情報を公衆通信回線を通じて、病院
、診療所、中央監視センター、又はライフケア・センターのホストコンピュータ６７に伝
送できるようになっている。また、周知のように、ＩＣカード読み書き装置６３はＩＣカ
ード２２０の情報を読み書きすることが可能で、ネットワーク１０で得られた生体情報を
ＩＣカード２２０に記録して病院等に持参するのに利用することができる。また、職場や
病院や運動施設で得られた情報をＩＣカード２２０に書き込んで家庭に持ち帰り、ネット
ワークシステム１０のコントローラ２０に情報を入力するためにＩＣカード２２０を利用
することもできる。更に、ＩＣカード２２０にはオートダイヤルプログラムを書き込んで
おくこともできる。
【００８３】
斯る目的を達成するため、電話機１８のマイクロコンピュータ６２は図４７のフローチャ
ートに示したようにプログラムすることができる。即ち、マイクロコンピュータ６２はモ
デム６６を介してデータを外部へ転送する必要があるかどうかを判定する（Ｓ３３１）。
ネットワークシステム１０で得られた情報を外部へ転送する場合にはＳ３３２～Ｓ３３７
の手順を実行し、外部で得られＩＣカード２２０に記録された生体情報をネットワークシ
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ステム１０のコントローラ２０に入力する場合にはＳ３４０～Ｓ３４１の手順を実行し、
ネットワークシステム１０で得られた情報を病院などへの持参の目的でＩＣカード２２０
に書き込む場合にはＳ３４３～Ｓ３４６の手順を実行する。
【００８４】
モデム６６を介してデータを外部へ転送する場合には、転送すべきデータ（個人ＩＤ番号
とデータ種別）をキー入力により使用者に選択させ（Ｓ３３２）、インターフェースユニ
ット２９に送信開始コマンドを送り（Ｓ３３３）、電話機１８のインターフェースユニッ
ト２９とコントローラ２０のインターフェースユニット２６との間でデータ通信を実行さ
せる（Ｓ３３４）。この通信（Ｓ３３４）も、図２１を参照して水洗便所１２のインター
フェースユニット２２の送受信ルーチン（Ｓ１５６）に関連して前述したのと同様の手順
で行われるもので、マイクロコンピュータ６２は通信によりコントローラ２０から得られ
たデータをそのメモリに格納し（Ｓ３３５）、オートダイヤルを行い（Ｓ３３６）、デー
タを外部へ送信させる（Ｓ３３７）。
【００８５】
Ｓ３３１の判定において外部への転送が選択されていないことが検知された場合には、Ｉ
Ｃカード読み書き装置６３にＩＣカード２２０が挿入されたかどうかを判定し（Ｓ３３８
）、挿入の場合にはコントローラ２０へのデータの転送が選択されているかどうかを判定
する（Ｓ３３９）。コントローラ２０へのデータの転送が選択されている場合には、イン
ターフェースユニット２９に送信開始コマンドを送り（Ｓ３４０）、電話機１８のインタ
ーフェースユニット２９とコントローラ２０のインターフェースユニット２６との間で前
述したような送受信を実行させる（Ｓ３４１）。これにより、ＩＣカード２２０に記録さ
れたデータはコントローラ２０に転送され、メモリ５４に蓄積される。
【００８６】
Ｓ３３９の判定においてコントローラ２０へのデータ転送が選択されていないことが検知
された場合には、ＩＣカード２２０へのデータ書き込みが選択されているかどうかを判定
し（Ｓ３４２）、データ書き込みが選択されている場合には、使用者による個人ＩＤ番号
とデータ種別の選択を待ち（Ｓ３４３）、インターフェースユニット２９に送信開始コマ
ンドを送り（Ｓ３４４）、電話機１８のインターフェースユニット２９とコントローラ２
０のインターフェースユニット２６との間で送受信を実行させる（Ｓ３４５）。これによ
り、マイクロコンピュータ６２はコントローラ２０のメモリに蓄積された生体情報を入手
する。最後に、得られた情報はＩＣカード２２０に書き込まれる（Ｓ３４６）。
【００８７】
モニター１９は、図４を参照して前述したように、汎用パーソナルコンピュータ６９とキ
ーボード７０とＣＲＴ７１で構成することができる。
【００８８】
モニター１９のコンピュータ６９の動作は図４８のフローチャートに示してあり、最初に
スイッチの投入を検知したならば（Ｓ３５１）、キーボード７０により個人ＩＤ番号とデ
ータ種別が入力されるのを待って（Ｓ３５２）、インターフェースユニット３０に送信開
始コマンドを送る（Ｓ３５３）。これにより、モニター１９のインターフェースユニット
３０とコントローラ２０のインターフェースユニット２６との間で前述したように送受信
が実行され（Ｓ３５４）、コンピュータ６９は図３の第６欄に示されたデータをコントロ
ーラ２０から受信する。コンピュータ６９は、受信したデータをメモリに格納し（Ｓ３５
５）、キーボード７０からの入力に応じてデータを処理し（Ｓ３５６）、ＣＲＴ７１に表
示する（Ｓ３５７）。表示の終了が選択されるまで表示は継続される（Ｓ３５８）。
【００８９】
図１から図４８を参照して以上に説明した健康管理ネットワークシステム１０は所謂“集
中型”のネットワークシステムであり、住設機器の個々の測定装置で得られた生体情報は
コントローラ２０によって集中管理され、夫々の住設機器は必要に応じ生体情報をコント
ローラ２０から入手するようになっている。
【００９０】
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次に、図４９から図５９を参照して、本発明の“分散型”の健康管理ネットワークシステ
ムについて説明する。前述した“集中型”ネットワークシステムとの構成上の基本的な相
違点は、この“分散型”ネットワークシステムにおいては、図４に示した集中型ネットワ
ークシステムからコントローラ２０が除去されていることである。従って、改めてネット
ワーク構成を図示することを要しないであろう。
【００９１】
このように、この分散型ネットワークシステムにはコントローラがないので、住設機器に
関連する夫々の測定装置により得られた生体情報は夫々の測定装置に分散される。他の住
設機器の関連装置が保有する生体情報を測定又は健康管理のために必要とする測定装置ま
たは制御装置は、ネットワークを介して当該他の住設機器の関連装置にアクセスし、そこ
から必要な情報を入手して、自己の測定又は制御に利用する。集中型では、個人認識はコ
ントローラ２０により行われるので、コントローラのメモリには個人認識に必要なデータ
が格納された。また、テーブル参照（図７のＳ１２４）もコントローラ２０が行うので、
図３のテーブルはコントローラ２０のメモリに格納されている。分散型では、個人認識お
よびテーブル参照は夫々の住設機器の関連装置のコンピュータが行うので、夫々のコンピ
ュータは比較的大量のデータをメモリしなければならない。従って、住設機器の関連装置
のコンピュータとして前記 M37450を使用する場合には、住設機器が汎用パーソナルコンピ
ュータである場合（献立作成器とモニターの場合）を除き、それらのメモリを拡張する必
要がある。また、住設機器の電源が断たれてもデータを保持できるようにするため、メモ
リ（ＲＡＭ）には補助記憶媒体としてハードディスクを使用するのが好ましい。図４９に
は、分散型ネットワークシステムに好適なマイクロコンピュータおよび通信インターフェ
ースユニットの構成例を示す。図４９に示したマイクロコンピュータおよびインターフェ
ースユニットは、図５に示したマイクロコンピュータおよびインターフェースユニットに
代えて、分散型ネットワークシステムのすべての住設機器の計測装置および／又は制御装
置に共通に使用することができるものであり、図５の要素と共通する要素は同一の参照番
号で示し、説明は省略する。
【００９２】
図４９を参照するに、夫々の住設機器の計測装置および／又は制御装置のマイクロコンピ
ュータ３８（例えば、前記 M37450）には、読み書き可能な補助メモリ（ＲＡＭ）としてハ
ードディスク３０２が接続してある。ノイズによる影響を低減するため、夫々のインター
フェースユニット３０３においては、レシーバおよびドライバとしてフォトカプラ３０４
および３０５が使用してある。同軸線１１の信号はバッファ３０６および抵抗３０７を介
してレシーバ３０４に入力され、マイクロコンピュータ（ M37450）７７の受信端子ＲＸＤ
に入力される。マイクロコンピュータ（ M37450）７７の送信端子ＴＸＤからの信号はバッ
ファ３０８および抵抗３０９を介してドライバ３０５に入力され、同軸線１１に伝送され
る。
【００９３】
各インターフェースユニット３０３は、基本的に、図５０のフローチャートに示したよう
に作動するべくプログラムされている。即ち、インターフェースユニット３０３は対応す
る住設機器のマイクロコンピュータ３８から送信開始コマンドが出されたかどうかを周期
的にチェックしている（Ｓ４０１）。マイクロコンピュータからの送信開始コマンドを認
識すると、インターフェースユニット３０３はタイマーを設定し (Ｓ４０２ )、設定時間が
経過すると (Ｓ４０３ )、同軸線１１がビジーであるか否かを判定する（Ｓ４０４）。ライ
ンがビジーでなければ、信号の衝突が起きないので、データを送信する（Ｓ４０５）。ラ
インがビジーであれば、他の機器のインターフェースユニットが送信中であるので、ライ
ンを読む（Ｓ４０７）。集中型について前述したのと同様に、夫々のインターフェースユ
ニット毎にタイマーを設定時間を変えることにより、通信の優先順位を付けることができ
る。
【００９４】
対応するマイクロコンピュータ３８から送信開始コマンドが出されていない場合には、イ
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ンターフェースユニット３０３はラインがビジーかどうかを監視しており（Ｓ４０６）、
他のインターフェースユニットから伝送される信号を受信するべく待機している。他のイ
ンターフェースユニットからの伝送によりラインがビジーとなると、ラインを読み（Ｓ４
０７）、バッファメモリにデータを取り込む（Ｓ４０８）。データ転送が終了すると（Ｓ
４０９）、インターフェースユニットは受信したデータを対応するマイクロコンピュータ
又はパーソナルコンピュータのメモリに格納する必要があるか否かを判断し（Ｓ４１０）
、必要なければバッファメモリをクリアーし（Ｓ４１２）、必要があれば対応するコンピ
ュータへ転送し（Ｓ４１１）、対応するコンピュータのメモリに格納させる。夫々のイン
ターフェースユニット３０３が他の機器のインターフェースユニットから伝送されるデー
タを格納する必要があるかどうかの判断は、図３の第６欄を参照することにより行われる
もので、このため、夫々のコンピュータのＲＡＭ３０２には、住設機器の種類に応じて、
図３第６欄のテーブルが予め格納されている。
【００９５】
分散型ネットワークシステムにおいては、コントローラがないので、個人認識に必要なデ
ータ（家族全員の体重、身長、体積）は少なくとも１つの住設機器の計測装置および／又
は制御装置のコンピュータに予め入力しておかねばならない。個人認識に必要なデータは
、例えば、任意の１つの住設機器（例えば、水洗便所１２の入力装置）から予め入力して
おくことができる。他の住設機器が初めて使用される場合には、当該他の住設機器の計測
装置および／又は制御装置のコンピュータは、先ず、ネットワークを介して個人認識用の
データを保有するコンピュータ（例えば、水洗便所のコンピュータ）のメモリから個人認
識用のデータを入手する必要がある。図５１に示したイニシャライズ・ルーチンは、この
目的のため、電源が投入された時に夫々の住設機器の計測装置および／又は制御装置のコ
ンピュータによって実行されるもので、夫々の住設機器の計測装置および／又は制御装置
のコンピュータは、電源が投入されると（Ｓ４１３）、個人認識データを自ら保有してい
るかどうかをチェックし（Ｓ４１４）、保有している場合にはイニシャライズを終了し、
保有していない場合にはインターフェースユニットに送信開始コマンドを送り（Ｓ４１５
）、そのインターフェースユニットとネットワークの他の住設機器の計測装置および／又
は制御装置のコンピュータのインターフェースユニットとの間で送受信を実行させ（Ｓ４
１６）、他のコンピュータから受信した個人認識データをＲＡＭ３０２に格納する（Ｓ４
１７）。
【００９６】
次に、図５２から図５９のフローチャートを参照して、分散型ネットワークシステムにお
ける各住設機器の関連装置間のデータの送受信について説明する。
【００９７】
水洗便所１２のハードウェア構成は図９から図１９を参照して集中型について前述したの
と同様である。図５２のフローチャートは水洗便所１２のマイクロコンピュータの動作を
示すもので、マイクロコンピュータは、他の機器からデータ送信要求があったかどうか常
時監視している（Ｓ４２１）。他の機器からデータ送信要求があると、機器ＩＤ番号によ
り当該機器を認識すると共に（Ｓ４２２）、個人ＩＤ番号により個人を認識する（Ｓ４２
３）。他の機器から伝送されたデータに個人ＩＤ番号が含まれていない場合には、伝送さ
れて来た個人認識データ（体重、身長、又は体積）を家族全員の個人認識データと比較す
ることにより個人認識を行う。次に、図３のテーブルを参照し（Ｓ４２４）、図３の第６
欄に記載されたような他の機器に必要なデータを送信する（Ｓ４２５）。これにより、他
の機器は自己に必要なデータを入手する。体重検知の判定（Ｓ４２６）からデータの表示
（Ｓ４３７）までの測定手順は、図２０を参照して集中型の場合について説明した手順（
Ｓ１３１～Ｓ１４２）と同様であり、改めて説明することを要しないであろう。体重測定
・情報送受信ルーチン（Ｓ４２７）は、集中型の場合（図２１）と同様に行われる。集中
型では得られたデータはコントローラ２０に伝送されたが、分散型では、得られたデータ
は水洗便所１２のマイクロコンピュータの補助メモリに格納される（Ｓ４３８）。
【００９８】
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ベッド１３のハードウェア構成も、図２３および図２４を参照して集中型について前述し
たのと同様である。図５３のフローチャートはベッド１３のマイクロコンピュータの動作
を示す。水洗便所１２のマイクロコンピュータと同様に、ベッド１３のマイクロコンピュ
ータも、他の機器からデータ送信要求があったかどうか常時監視しており（Ｓ４４１）、
他の機器からデータ送信要求があると、機器ＩＤ番号により当該機器を認識すると共に（
Ｓ４４２）、個人を認識し（Ｓ４４３）、図３のテーブルを参照し（Ｓ４４４）、他の機
器に必要なデータを送信する（Ｓ４４５）。これにより、他の機器は自己に必要なデータ
をベッド１３から入手する。次に、サーミスタマトリックスの最低温度を検出すると共に
（Ｓ４４６）、マトリックスのいづれかの点の温度が最低温度より上昇したか否かをチェ
ックする（Ｓ４４７）。温度差の検出によりベッドの使用が検出されたときには、身長を
測定し（Ｓ４４８）、体温を測定し（Ｓ４４９）、得られたデータを補助メモリに格納す
る（Ｓ４５０）。身長の測定（Ｓ４４８）は、図５４に示したサブルーチンに従って行わ
れるもので、温度上昇を生じたラインを検出すると共に（Ｓ４６１）、温度上昇を生じた
ラインの最大間隔を測定し（Ｓ４６２）、身長を演算し（Ｓ４６３）、得られた身長デー
タをメモリに格納する（Ｓ４６４）。体温の測定は、図２７を参照して前述したように行
われる。
【００９９】
風呂１４のハードウェア構成も、図２８および図２９を参照して集中型について前述した
のと同様である。図５５および図５６のフローチャートは風呂１４のマイクロコンピュー
タの動作を示す。風呂１４のマイクロコンピュータも、他の機器からデータ送信要求があ
ったかどうか常時監視しており（Ｓ４７１）、他の機器からデータ送信要求があると、機
器ＩＤ番号により当該機器を認識すると共に（Ｓ４７２）、個人を認識し（Ｓ４７３）、
図３のテーブルを参照し（Ｓ４７４）、他の機器に必要なデータを送信する（Ｓ４７５）
。これにより、他の機器は自己に必要なデータを風呂１４から入手する。体重の検知以降
の測定・制御手順（Ｓ４７６～Ｓ５００）は、基本的に、集中型について図３０および図
３１に示した手順（Ｓ２２４～Ｓ２４４）と同様に実行されるもので、浴室の設定（Ｓ４
７８）は図３２のフローチャートと同様に行われ、体積の測定も図３３のフローチャート
と同様に行われる。しかし、心電図のＲ－Ｒ間隔の測定手順（Ｓ４９５）においては、集
中型の場合には得られたデータがコントローラ２０に転送（図３４のＳ２７８）されたの
と異なり、分散型の場合には、図５７に示したように、得られたデータは風呂１４のマイ
クロコンピュータの補助メモリに格納される（Ｓ５０８）。
【０１００】
エルゴメータ１５のハードウェア構成も、図３７および図３８を参照して集中型について
前述したのと同様である。図５８のフローチャートはエルゴメータ１５のマイクロコンピ
ュータの動作を示すもので、マイクロコンピュータは、他の機器からデータ送信要求があ
ったかどうか常時監視し（Ｓ５１１）、他の機器からデータ送信要求があると、機器ＩＤ
番号により当該機器を認識すると共に（Ｓ５１２）、個人を認識し（Ｓ５１３）、図３の
テーブルを参照し（Ｓ５１４）、他の機器に必要なデータを送信する（Ｓ５１５）。これ
により、他の機器は自己に必要なデータをエルゴメータ１５から入手する。体重検知（Ｓ
５１６）から時間経過の表示（Ｓ５２７）までの手順は、集中型の場合の手順（図４１の
Ｓ２８１～Ｓ２９２）と同様である。分散型の場合には、エルゴメータ１５のマイクロコ
ンピュータは、運動時間の経過を表示すると（Ｓ５２７）、運動量と脈拍数を補助メモリ
に記録し（Ｓ５２８）、最終結果を表示した後（Ｓ５２９）、プログラムを終了する。
【０１０１】
安楽椅子１６のハードウェア構成も、図４２の集中型と同様であり、そのマイクロコンピ
ュータの動作手順には、図５９に示したように、他の機器からのデータ送信要求の監視（
Ｓ５３１）、機器の認識（Ｓ５３２）、個人認識（Ｓ５３３）、テーブル参照（Ｓ５３４
）、データ送信（Ｓ５３５）が含まれている。体重検知（Ｓ５３６）からマッサージ停止
（Ｓ５４８）までの手順は、得られたデータが安楽椅子１６のマイクロコンピュータに記
憶される（Ｓ５４４）のを除き、集中型の場合（図４３のＳ３０１～Ｓ３１３）と同様で
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ある。
【０１０２】
献立作成器１７、モデム付き電話機１８、および、モニタ１９のハードウェア構成と動作
は、集中型の場合と同様である。
【０１０３】
次に、分散型ネットワークシステムにおいて、エルゴメータ１５が水洗便所１２で計測さ
れた生体情報（例えば、体脂肪率）をネットワークシステムを介して入手する場合を例に
とって、住設機器間のデータ送受信の一連の手順を複数のフローチャートを参照しながら
説明する。
【０１０４】
先ず、図５８からスタートするに、エルゴメータ１５のマイクロコンピュータは、体重を
検知すると（図５８のＳ５１６）、体重を測定する（Ｓ５１７）。このとき、ポイントＰ
１で示したように、エルゴメータ１５のマイクロコンピュータは図２１の体重測定・情報
送受信ルーチンを実行する。このルーチンがステップＳ１５５まで進むと、ポイントＰ２
で示したように、エルゴメータ１５のインターフェースユニットは図５０の送信ルーチン
を開始して、ステップＳ４０１、Ｓ４０２、Ｓ４０３、Ｓ４０４、Ｓ４０５と進み、体重
値を同軸線１１に伝送する。ポイントＰ３で示したように、エルゴメータ１５のインター
フェースユニットによる伝送に応答して、水洗便所１２のインターフェースユニットは図
５０の受信ルーチンを開始して、ステップＳ４０１、Ｓ４０６～Ｓ４１１へと進む。水洗
便所１２のインターフェースユニットによる受信（Ｓ４１１）が終わると、ポイントＰ４
で示したように、水洗便所１２のマイクロコンピュータはステップＳ４２１～Ｓ４２５を
実行する。ステップＳ４２５では、ポイントＰ５で示したように、水洗便所１２のインタ
ーフェースユニットは図５０の送信ルーチンを開始して、ステップＳ４０１、Ｓ４０２、
Ｓ４０３、Ｓ４０４、Ｓ４０５と進む。ポイントＰ６で示したように、水洗便所１２のイ
ンターフェースユニットによる送信に応答して、エルゴメータ１５のインターフェースユ
ニットは図５０の受信ルーチンを開始して、ステップＳ４０１、Ｓ４０６～Ｓ４１１へと
進む。このとき、図５０および図２１にポイントＰ７で示したように、エルゴメータ１５
のマイクロコンピュータは水洗便所１２から伝送されたデータをメモリに格納する（Ｓ１
５７）。このようにして、エルゴメータ１５はネットワークシステムを介して水洗便所１
２から生体情報を入手し、運動負荷の制御に利用する。
【０１０５】
ここでは、エルゴメータ１５と水洗便所１２との間の生体情報の送受信について例示した
が、分散型ネットワークシステムの他の住設機器間のデータ送受信も同様に行われるもの
で、説明を要しないであろう。
【０１０６】
以上には、本発明の特定の実施例について説明したが、本発明はそれらに限定されるもの
ではなく、当業者は本発明の範囲内で種々の変更や修正を加えることができよう。
【０１０７】
【発明の効果】
以上に説明したように、本発明のネットワークシステムによれば、排泄や入浴や睡眠や運
動のような個人の日常生活活動の都度、知らず知らずの内に個人の生体情報が収集される
ので、最新の生体情報を得ることができる。
【０１０８】
他の見地においては、生体情報の収集は、人々に測定や検査を意識させることなく、本人
の知らず知らずの内に行われるので、信頼性の高い生体情報を収集することができる。
【０１０９】
更に他の見地においては、生体情報の収集は、個人の積極的関与を必要とすることなく、
人々の日常生活活動に伴い行われるので、高齢者のようなマンマシン・インターフェース
の操作に困難を感ずる人々でも、生体情報の収集を受け、疾患の予防、早期発見、治療の
継続、等の健康管理・健康維持・健康増進に利用することができる。
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【０１１０】
他の見地においては、本発明のネットワークシステムの各住設機器は、生体情報を他の複
数の住設機器から入手することができるので、最適できめ細かい制御を行うことができ、
健康管理に貢献することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の集中型健康管理ネットワークシステムの模式図である。
【図２】図２は、本発明の健康管理ネットワークシステムを住宅内に配置したところを示
す斜視図である。
【図３】図３は、本発明のネットワークシステムにおける各住設機器の機能を示すと共に
、ネットワークシステムが集中型である場合にコントローラが各住設機器に送信するデー
タを示す。
【図４】図４は、本発明の集中型ネットワークシステムのブロック図である。
【図５】図５は、本発明の集中型健康管理ネットワークシステムにおける便所設備のマイ
クロコンピュータおよびインターフェースユニットの構成の１例を示すブロック図で、献
立作成機とモニタを除く他の住設機器およびコントローラのマイクロコンピュータも同様
に構成することができる。
【図６】図６は、コントローラ及び住設機器のインターフェースユニットの動作を示すフ
ローチャートである。
【図７】図７は、集中型ネットワークシステムにおけるコントローラの動作を示すフロー
チャートである。
【図８】図８は、コントローラと住設機器との間におけるデータ転送フォーマットの１例
を示す。
【図９】図９は、多機能水洗便所設備の一部切欠き斜視図で、便蓋を閉じたところを示す
。
【図１０】図１０は、図９に示した便所設備の斜視図で、便蓋を上げたところを示す。
【図１１】図１１は、図９に示した便所設備の斜視図で、便座を上げたところを示す。
【図１２】図１２は、図９に示した便所設備の尿分析装置の斜視図である。
【図１３】図１３は、図１２に示した尿分析装置の動作を示す模式的斜視図である。
【図１４】図１４は、図１２に示した尿分析装置の側面図である。
【図１５】図１５は、図１２に示した尿分析装置のテーブルの斜視図である。
【図１６】図１６は、図１２に示した尿分析装置の１部の断面図で、テーブルが分析ヘッ
ドから離れたところを示す。
【図１７】図１７は、図１６同様の断面図で、テーブルが分析ヘッドに密着したところを
示す。
【図１８】図１８は、図１６に示した分析ヘッドを後方から見たところを示す。
【図１９】図１９は、図９に示した便所設備の計測・制御装置のブロック図である。
【図２０】図２０は、図１９に示した便所設備のマイクロコンピュータの動作を示すフロ
ーチャートである。
【図２１】図２１は、図２０に示したフローチャートにおける体重測定・情報送受信ルー
チンの詳細を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、図２０に示したフローチャートにおける尿検査ルーチンの詳細を示
すフローチャートである。
【図２３】図２３は、本発明のネットワークシステムのベッドを示す斜視図である。
【図２４】図２４は、図２３に示したベッドのサーミスタ・マトリックスの構成の１例を
示す配線図である。
【図２５】図２５は、図２３に示したベッドのマイクロコンピュータの動作を示すフロー
チャートである。
【図２６】図２６は、図２５に示したフローチャートにおける身長測定ルーチンの詳細を
示すフローチャートである。
【図２７】図２７は、図２５に示したフローチャートにおける体温測定ルーチンの詳細を
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示すフローチャートである。
【図２８】図２８は、本発明のネットワークシステムの多機能入浴設備を示す斜視図であ
る。
【図２９】図２９は、図２８に示した入浴設備の計測・制御装置のブロック図である。
【図３０】図３０は、図２９に示した入浴設備のマイクロコンピュータの動作を示すフロ
ーチャートである。
【図３１】図３１は、図２９に示した入浴設備のマイクロコンピュータの動作を示すフロ
ーチャートで、図３０の続きを示す。
【図３２】図３２は、図３０に示したフローチャートにおける浴室設定ルーチンの詳細を
示すフローチャートである。
【図３３】図３３は、図３０に示したフローチャートにおける体積測定ルーチンの詳細を
示すフローチャートである。
【図３４】図３４は、図３１に示したフローチャートにおける心電図Ｒ－Ｒ間隔測定ルー
チンの詳細を示すフローチャートである。
【図３５】図３５は、心電図のＲ－Ｒ間隔を模式的に示すグラフである。
【図３６】図３６は、心電図のＲ－Ｒ間隔のヒストグラムである。
【図３７】図３７は、本発明のネットワークシステムのエルゴメータの一部切欠き斜視図
である。
【図３８】図３８は、図３７に示したエルゴメータの負荷制御用リニアモータの駆動回路
のブロック図である。
【図３９】図３９は、図３８に示した駆動回路のタイミングチャートである。
【図４０】図４０は、エルゴメータの負荷制御の１例を示すグラフである。
【図４１】図４１は、図３７に示したエルゴメータのマイクロコンピュータの動作を示す
フローチャートである。
【図４２】図４２は、本発明のネットワークシステムの安楽椅子の斜視図である。
【図４３】図４３は、図４２に示した安楽椅子のマイクロコンピュータの動作を示すフロ
ーチャートである。
【図４４】図４４は、本発明のネットワークシステムに使用可能な献立作成器を台所に配
置したところを示す斜視図である。
【図４５】図４５は、図４４に示した献立作成器のコンピュータの動作を示すフローチャ
ートである。
【図４６】図４６は、本発明のネットワークシステムに使用可能なモデム付き電話機の斜
視図である。
【図４７】図４７は、図４６に示したモデム付き電話機のマイクロコンピュータの動作を
示すフローチャートである。
【図４８】図４８は、本発明のネットワークシステムに使用可能なモニタの動作を示すフ
ローチャートである。
【図４９】図４９は、本発明の分散型健康管理ネットワークシステムの住設機器に使用す
るに好適なマイクロコンピュータおよびインターフェースユニットの構成例を示すブロッ
ク図である。
【図５０】図５０は、図４９に示したインターフェースユニットの動作を示すフローチャ
ートである。
【図５１】図５１は、図４９に示したマイクロコンピュータのイニシャライズ・ルーチン
を示すフローチャートである。
【図５２】図５２は、本発明の分散型健康管理ネットワークシステムにおける便所設備の
マイクロコンピュータの動作を示すフローチャートである。
【図５３】図５３は、分散型健康管理ネットワークシステムにおけるベッドのマイクロコ
ンピュータの動作を示すフローチャートである。
【図５４】図５４は、図５３に示した身長測定ルーチンの詳細を示すフローチャートであ
る。
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【図５５】図５５は、分散型健康管理ネットワークシステムにおける入浴設備のマイクロ
コンピュータの動作を示すフローチャートである。
【図５６】図５６のフローチャートは図５５に示したフローチャートの続きを示す。
【図５７】図５７は、図５６に示したフローチャートにおける心電図Ｒ－Ｒ間隔測定ルー
チンの詳細を示すフローチャートである。
【図５８】図５８は、分散型健康管理ネットワークシステムにおけるエルゴメータのマイ
クロコンピュータの動作を示すフローチャートである。
【図５９】図５９は、分散型健康管理ネットワークシステムにおける安楽椅子のマイクロ
コンピュータの動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０：　健康管理ネットワークシステム
１１：　伝送媒体
１２～１９：　住設機器
１２：　水洗便所設備
１３：　ベッド
１４：　入浴設備（風呂）
１５：　エルゴメータ
１６：　安楽椅子
１７：　献立作成器
２０：　コントローラ
２２～３０：　通信インターフェースユニット
３１～３５：　住設機器の計測・制御装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】
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【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】
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【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】

【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】
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